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こ
こ
に
紹
介
を
始
め
る
「
小
倉
豊
文
宛
宮
沢
政
次
郎
書
簡
集
」
は
、

宮
沢
賢
治
の
父
政
次
郎
と
小
倉
豊
文
の
交
流
の
中
で
交
信
さ
れ
た
小

倉
豊
文
宛
の
宮
沢
政
次
郎
書
簡
で
あ
る
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
の
は

昭
和
十
八
年
十
一
月
十
八
日
付
封
書
か
ら
昭
和
二
十
五
年
六
月
四
日

付
（
尚
書
き
は
六
月
六
日
付
）
封
書
に
至
る
五
十
九
通
で
、
今
回
は

18
の
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
五
日
付
封
書
ま
で
を
紹
介
す
る
。

　

宛
先
の
小
倉
豊
文
に
つ
い
て
は
先
に
「
小
倉
豊
文
の
宮
沢
賢
治
研

究
」（
本
誌
72
号
、
平
19
・
10
）
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
（
な

お
、
そ
こ
で
小
倉
の
没
年
月
日
の
う
ち
日
を
一
一
日
と
誤
っ
て
い
ま

す
。
謹
ん
で
一
〇
日
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。
73
号
、１
０
９
頁
参
照
）。

堀
尾
青
史
氏
（
平
成
二
年
十
一
月
六
日
没
）
を
介
し
て
本
資
料
を
お

預
か
り
し
た
経
緯
そ
の
他
は
、
別
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。

注
記

・ 

整
理
番
号
は
年
月
順
に
よ
る
通
し
番
号
。

・ 

日
付
は
本
人
記
載
の
も
の
。
以
下
封
書
・
葉
書
の
別
、
封
緘
・
〆

の
別
な
ど
。

・ 

字
空
き
、
改
行
は
編
者
が
適
宜
判
断
し
た
。

・ 

判
読
不
能
の
箇
所
、
推
定
に
よ
る
部
分
は
〔　

〕〔
？
〕
に
よ
っ

て
示
し
た
。
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
マ
マ
と
付
し
た
他
、
該
当

箇
所
の
下
に
〔　

〕
に
よ
り
注
記
を
添
え
た
場
合
が
あ
る
。

・ 
本
文
の
あ
と
に
、〈
備
考
〉〈
消
印
〉〈
用
箋
〉〈
筆
記
具
〉、
＊
そ

の
他
の
補
足
、
注
記
を
添
え
た
。

小
倉
豊
文
宛
宮
沢
政
次
郎
書
簡
集
（
一
）

栗　

原　
　
　

敦
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１　

昭
和
十
八
年
十
一
月
十
八
日
・
封
書

過
般
は
態
々
御
来
訪
被
下
候
処
何
の
風
情
も
な
く
失
礼
申
上
候

其
後
度
々
御
懇
書
被
下
難
有
拝
誦
仕
候

大
東
亜
戦
も
漸
く
軌
道
に
乗
り
大
義
名
分
正
し
く
六
国
会
議
と
ま
で

相
成
り
堂
々
の
歩
を
進
め
候
事
ハ
誠
ニ
歴
史
の
盛
観
と
被
存
御
同
慶

之
事
ニ
奉
存
候　

此
上
と
も
銃
後
緩
み
な
く
遂
行
致
さ
せ
度
も
の
と

存
候

貴
地
ハ
未
だ
農
事
取
入
れ
等
も
御
盛
ん
の
事
と
存
候　

此
地
方
ハ
秋

に
入
り
雨
多
か
り
し
為
め
難
儀
致
し
候
へ
共
昨
今
漸
く
八
九
分
通
り

仕
舞
ひ
最
早
雪
待
つ
頃
と
相
成
り
日
増
寒
く
も
相
成
申
候

尚
武
力
戦
ハ
早
晩
片
付
き
候
と
も
ど
ち
ら
に
か
不
平
残
念
の
思
ひ
あ

れ
バ
争
ひ
の
再
発
免
れ
難
き
事
に
候
へ
バ
今
流
行
語
の
如
く
相
成
居

候
米
英
撃
滅
等
の
語
ハ
各
自
の
持
て
る
我
儘
思
想
を
滅
す
る
事
に
致

さ
ね
バ
何
時
に
な
り
て
も
同
じ
事
を
繰
り
返
す
に
至
る
事
と
存
候

此
点
に
就
て
ハ
我
儘
な
る
思
想
の
撃
滅
ハ
武
力
戦
よ
り
ハ
遙
か
に
広

大
な
る
努
力
せ
ね
バ
な
ら
ぬ
事
と
存
候

先
ハ
御
懇
書
御
挨
拶
旁
々
申
上
度　

乍
末
筆
愈
々
御
清
勝
祈
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

匆
々
敬
具

　
　

昭
和
十
八
年
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拝

　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　

侍
史

〔
備
考
〕
封
筒
ナ
シ

〈
用
箋
〉
巻
紙

〈
筆
記
具
〉
墨
、
筆

２　

昭
和
十
九
年
二
月
十
九
日
・
封
書
〔
封
〕

〔
表
〕
兵
庫
県
姫
路
市

　
　
　
　

八
代
御
茶
屋
三
六
三

　
　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

〔
裏
〕
岩
手
県
花
巻
町

　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　
　
　
　

昭
和
十
九
年
二
月
十
九
日

厳
寒
之
候
愈
々
御
清
康
御
事
奉
賀
上
候

陳
者
此
度
ハ
久
方
振
り
に
御
懇
書
拝
受
誠
に
忝
く
拝
誦
仕
候

別
便
御
贈
り
被
下
候
御
文
章
も
拝
見
仕
候

今
迠
賢
治
に
対
す
る
種
々
の
御
書
面
頂
戴
仕
候
も
此
度
の
貴
台
之
御

文
章
を
殊
に
感
深
く
拝
読
仕
候　

定
て
賢
治
も
天
上
地
上
何
れ
に
あ

る
も
我
れ
に
知
己
の
人
あ
り
と
感
激
致
居
る
次
第
と
存
候　

実
は
私

よ
り
申
し
て
も
詩
人
等
と
ハ
ピ
ッ
タ
リ
せ
ぬ
訳
と
存
居
り
よ
く
も
此
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時
代
に
仏
教
徒
と
な
り
て
一
生
を
通
し
た
と
言
ふ
御
評
を
受
け
し
な

ら
バ
本
人
の
満
足
も
左
こ
そ
と
存
ず
る
次
第
に
御
座
候

戦
局
も
段
々
と
険
し
く
相
成
り
候
様
被
存
候
も
如
何
な
る
事
に
も
救

は
あ
り
燃
へ
盛
る
猛
火
も
終
熄
す
る
ハ
時
の
問
題
と
存
候
へ
ば
爾
後

の
事
ハ
更
に
重
要
と
被
存
此
点
ニ
て
ハ
米
英
式
の
考
へ
尚
充
ち
居
る

現
下
の
状
態
に
て
ハ
問
題
に
な
ら
ず
必
ず
や
仏
陀
の
教
旨
に
よ
ら
で

ハ
長
き
平
和
ハ
決
し
て
望
み
得
ら
れ
ぬ
事
と
存
候　

此
点
に
於
て
貴

台
の
御
研
究
ハ
愈
々
重
要
に
て
是
よ
り
光
り
を
放
つ
御
事
と
存
候　

何
卒
愈
々
御
健
勝
之
程
祈
上
候

先
ハ
御
礼
旁
々
右
申
上
度
迠

　
　
　
　
　
　
　

匆
々
不
尽

　

二
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　

侍
史

尚
眼
悪
し
く
候
為
め
手
許
も
定
か
な
ら
ず
御
判
読
願
上
候　

又
東
へ

御
出
之
事
あ
れ
バ
必
ず
御
抂
駕
願
上
候

〔
備
考
〕
白
二
重
封
筒
（
中
紙
薄
茶
）

〈
消
印
〉
花
〔
？
〕
／
19
・
2
・
19
／
岩
手
県

〈
用
箋
〉
浅
黄
罫
15
行
（
左
右
に
子
持
ち
罫
）、
薄
手
便
箋
四
枚

〈
筆
記
具
〉
墨
・
筆

３　
〔
昭
和
十
九
年
〕
二
月
二
十
六
日
・
葉
書

〔
表
〕
兵
庫
県
姫
路
市

　
　
　
　

八
代
御
茶
屋
三
六
三

　
　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

　
　
　

岩
手
県
花
巻
市

宮
沢
政
次
郎
〔
黒
ゴ
ム
印
、
電
話
二
〇
八
番
／
振
替

仙
台
九
一
五
六
番
〕

謹
啓　

寒
さ
尚
厳
敷
候　

益
々
御
清
健
之
御
事
賀
上
候

偖
本
日
岩
田
徳
弥
殿
来
ら
れ
貴
台
よ
り
御
所
望
之
由
申
さ
れ
全
集
の

六
巻
を
清
六
よ
り
差
上
候

局
面
も
愈
々
重
大
と
相
成
候　

国
民
ハ
何
を
差
置
き
応
急
手
段
ハ
取

ら
ね
バ
な
ら
ぬ
事
ハ
申
す
迠
も
な
く
候　

今
ハ
撃
滅
戦
之
一
途
よ
り

致
方
な
き
事
な
る
も
直
後
如
何
に
建
設
す
る
か
ハ
課
せ
ら
れ
た
る
大

問
題
と
存
候　

先
ハ

〔
備
考
〕
官
製
葉
書

〈
消
印
〉
花
〔
？
〕
／
1
〔
？
〕 

2
・
25
／
岩
手
県

〈
筆
記
具
〉
墨
・
筆

　

＊　

三
月
十
一
日
付
宮
沢
清
六
書
簡
あ
り
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４　

昭
和
十
九
年
三
月
二
十
八
日
・
葉
書

〔
表
〕
兵
庫
県
姫
路
市

　
　
　
　

八
代
御
茶
屋
三
六
三

　
　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

　
　
　

岩
手
県
花
巻
市

宮
沢
政
次
郎
〔
黒
？
ゴ
ム
印
、
電
話
二
〇
八
番
／
振

替
仙
台
九
一
五
六
番
〕

　
　
　
　
　

三
月
廿
八
日

寒
さ
尚
去
り
不
申
候
処
貴
台
益
々
御
健
勝
之
御
事
奉
賀
上
候　

偖
過

般
被
仰
下
候
摂
折
御
文
抄
書
昨
日
書
写
頼
み
置
候
も
の
出
来
上
り
候

に
付
早
速
書
留
に
て
送
り
上
申
候　

右
ハ
農
林
卒
業
頃
二
十
二
三
才

頃
之
抄
書
と
被
存
候　

そ
れ
程
深
き
造
詣
と
も
不
被
存
候
へ
ば
参
考

ニ
御
覧
被
下
度
候　

多
分
覚
へ
書
程
度
の
も
の
と
被
存
候

尚
巻
末
の
毛
筆
書
ハ
森
惣
一
氏
幸
ひ
に
来
訪
せ
ら
れ
候
に
付
書
い
て

貰
ひ
候

年
度
代
り
と
申
し
又
時
局
柄
定
め
し
御
多
忙
之
御
事
と
存
候　

愈
々

御
自
愛
御
健
祥
之
程
〔　

〕
念
上
候　

敬
具　

〔
備
考
〕
官
製
葉
書

〈
消
印
〉
花
〔
巻
〕
／
19
・
3
・
28
／
岩
手
県

〈
筆
記
具
〉
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
、
ペ
ン

　

＊　

本
葉
書
は
「
摂
折
御
文
／
僧
俗
御
判
」
と
題
さ
れ
た
翻
刻
用

調
査
ノ
ー
ト
（
原
稿
用
紙
を
袋
綴
じ
し
た
も
の
）
の
「
一
ウ
」
に
貼

付
さ
れ
て
い
る
。

５　

昭
和
十
九
年
四
月
五
日
・
封
書
〔
〆
〕

〔
表
〕
兵
庫
県
姫
路
市

　
　
　
　

八
代
御
茶
屋
三
六
三

　
　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

〔
裏
〕
四
月
五
日

　
　
　

岩
手
県
花
巻
町

宮
沢
政
次
郎
〔
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
ゴ
ム
印
、
電
話

二
〇
八
番
／
振
替
仙
台
九
一
五
六
番
〕

〔
宮
沢
清
六
書
簡
同
封
あ
り
。
墨
・
筆
に
よ
る
添
え

書
き
署
名
あ
り
〕

春
未
だ
若
き
こ
の
頃
別
て
東
北
の
地
こ
の
辺
ハ
尚
更
の
事
毎
日
雪
を

見
候　

農
業
に
ハ
新
暦
に
て
半
月
位
遅
れ
居
候
様
に
候　

左
れ
と
旧

暦
に
は
潤マ

マ

年
に
候
趣
に
て
農
家
ハ
悲
観
せ
ぬ
様
子
ニ
候

フ
ラ
ン
ス
ハ
此
前
の
大
戦
三
年
目
に
し
て
農
作
半
減
と
聞
ぎマ

マ

及
び
し

に
比
べ
て
ハ
我
国
の
強
味
偉
大
な
る
も
の
と
存
候
へ
共
此
上
と
も
劣

ら
せ
ぬ
様
致
さ
せ
度
も
の
と
存
候　

昨
今
の
農
家
の
肥
料
集
め
の
努

力
や
少
な
き
労
力
を
も
間
に
合
せ
て
一
生
懸
命
の
働
ら
き
ハ
誠
に
感

222931_実践国文学87号_3校.indb   45 2015/02/05   16:58:09



― 46 ―

謝
の
外
な
く
被
存
候

今
日
は
又
被
懸
貴
意
御
恵
贈
被
下
候
聖
徳
太
子
の
御
影
像
誠
に
御
心

籠
め
ら
れ
し
珍
〔
蔵
〕
の
も
の
と
存
候

永
く
家
宝
と
為
致
度
厚
く
御
礼
申
上
候

今
午
前
に
国
民
学
校
を
見
舞
ひ
校
長
に
も
逢
ひ
子
供
達
を
も
見
て
参

り
候　

時
局
（
病
め
る
時
代
の
）
不
得
止
事
と
ハ
申
し
な
が
ら
御
来

訪
被
下
候
時
の
御
所
感
の
如
く
天
衣
無
縫
の
神
に
近
き
子
供
達
が
教

育
の
名
の
下
に
小
さ
く
せ
ら
れ
ゆ
が
め
ら
れ
果
て
ハ
反
逆
方
向
に
ま

で
導
か
れ
し
過
去
の
事
を
思
へ
バ
善
く
教
へ
れ
ば
之
れ
に
従
ふ
と
宣

ら
れ
し
聖
徳
皇
の
今
の
世
に
殊
更
渇
望
致
さ
る
ゝ
次
第
に
候

時
局
重
大
の
言
も
漸
く
軌
道
に
の
り
生
活
線
に
す
つ
か
り
喰
ひ
込
ミ

今
や
少
々
の
爆
撃
位
に
ハ
動
揺
せ
ぬ
心
構
へ
ま
て
に
見
へ
候
事
ハ
喜

ハ
敷
次
第
に
候　

死
中
に
活
あ
り
と
申
せ
ば
尤
も
危
く
見
へ
候
昨
今

ハ
他
日
之
幸
ひ
に
転
ぜ
ぬ
と
ハ
申
せ
ぬ
様
に
も
存
候　

窮
通
ハ
天
の

道
陰
陽
の
転
換
も
遠
か
ら
ぬ
事
か
と
も
存
候　

弱
音
を
吹
か
ぬ
用
意

管マ
マ

要
と
存
居
候

忍
苦
の
程
度
ハ
将
来
禍
福
の
別
れ
と
も
な
る
事
と
忍
ぶ
外
な
き
事
と

も
存
候　

昭
和
の
神
風
ハ
国
民
一
心
に
同
船
難
破
を
乗
切
る
覚
悟
よ

り
外
な
き
様
被
存
候　

そ
れ
に
ハ
差
別
あ
る
生
活
ぶ
り
ハ
矢
張
邪
ま

も
の
ゝ
第
一
に
被
存
候

何
と
申
し
て
も
人
生
に
ハ
第
一
の
管マ

マ

要
ハ
心
の
置
き
処
そ
の
置
き
処

悪
け
れ
バ
現
世
悪
人
と
な
り
三
悪
道
の
帰
趣
を
招
く
事
ハ
疑
ふ
余
地

も
な
く
此
意
味
に
於
て
尤
も
造
作
な
き
善
道
に
勧
め
入
れ
ん
と
し
て

応
ず
る
も
の
な
き
散
乱
心
の
持
主
に
対
し
血
涙
を
以
て
諫
め
厲
ま
し

或
ハ
叱
り
或
ハ
ほ
め
多
種
多
様
の
御
慈
悲
を
垂
れ
ら
れ
た
る
記
録
ハ

尊
く
拝
せ
ら
る
ゝ
次
第
な
が
ら
今
に
至
る
も
尚
更
愚
痴
蒙
昧
無
眼
人

無
耳
人
と
云
ふ
に
ふ
さ
わ
し
き
私
共
の
如
き
存
在
ハ
慚
愧
懺
悔
尚
足

る
事
な
き
を
覚
へ
候

往
来
も
随
分
窮
屈
に
相
成
候
由
聞
及
候
へ
共
反
動
に
ハ
又
反
動
も
あ

る
事
に
候
へ
バ
何
か
御
公
用
に
て
東
京
ま
で
の
御
出
張
も
あ
る
節
に

ハ
何
卒
御
枉
駕
被
下
度　

東
北
の
春
も
又
満
更
の
も
の
に
無
之
様
に

存
候

先
ハ
不
取
敢
御
礼
迠
申
上
度　

匆
々
不
尽

　
　

四
月
五
日　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

    

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　

侍
史

尚
過
日
送
上
候

抄
書
の
奥
に
書
き
し
ハ
抄
書
の
ま
ゝ
森
氏
の
写
し
た
る
も
の
に
候

☆
〔
以
下
同
封
清
六
書
簡
〕

重
ね
て
の
御
懇
書
深
謝
申
上
て
ゐ
ま
す
。

本
日
は
立
派
な
御
影
像
を
わ
ざ
わ
ざ
お
贈
り
下
さ
れ
、
皆
で
大
喜
び

を
致
し
居
り
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
上
ま
す
。

写
真
い
ろ
い
ろ
お
送
り
申
上
度
く
存
居
り
ま
す
が
、
時
間
も
、
紙
も
、
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薬
品
も
、
少
な
く
な
り
ま
こ
と
に
残
念
な
が
ら
延
び
て
ゐ
ま
す
。
ど

う
か
気
長
く
御
猶
予
下
さ
い
。
少
し
面
白
い
も
の
を
出
来
ま
し
た
ら

お
目
に
か
け
度
く
、
信
一
郎
君
と
も
相
談
し
て
ゐ
ま
す
。

前
に
発
行
し
た
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
ォ
」
第
四
号
同
封
い
た
し
ま
し
た
。

概
ね
散
佚
し
て
残
り
な
く
、手
元
に
あ
つ
た
一
枚
で
す
が
、若
し
「
春

と
修
羅
」
に
つ
き
御
参
考
に
も
と
お
送
り
申
上
ま
す
。

父
は
私
が
書
い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と
を
極
度
ま
で
喜
ば
ず
、

当
時
拙
稿
を
変
名
で
菊
池
暁
輝
君
が
載
せ
た
も
の
で
す
。
父
へ
は
秘

し
て
下
さ
い
。

　

四
月
五
日

　
　
　
　
　
　

宮
沢
清
六

　

小
倉
豊
文
様

「
文
芸
読
物
」
四
月
号
「
森
荘
已
池
」
氏
作
品
御
覧
下
さ
い
。

　〔
備
考
〕
白
二
重
封
筒
（
中
紙
薄
茶
）

〈
消
印
〉
花
巻
／
19
・
4
・
5
／
岩
手
県

〈
用
箋
〉
政
次
郎
部
分
、
浅
黄
罫
15
行
（
左
右
に
子
持
ち
罫
）、
薄
手

便
箋
五
枚
。
清
六
部
分
、
薄
ね
ず
み
色
罫
14
行
、
便
箋
二
枚
。

〈
筆
記
具
〉
表
書
き
お
よ
び
政
次
郎
部
分
本
文
、
墨
・
筆
。
清
六
部

分
、
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
・
ペ
ン
。
な
お
裏
書
き
、
ゴ
ム
印
の
前
に
四

月
五
日
の
日
付
記
入
お
よ
び
後
に
清
六
署
名
添
え
書
き
（
共
に
清
六

筆
）
は
墨
・
筆
。

６　

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
八
日
・
封
書
〔
厳
緘
〕

〔
表
〕
姫
路
市
鷹
匠
町
甲
三
四

　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

〔
裏
〕
岩
手
県
花
巻
町

宮
沢
政
次
郎
〔
朱
色
印
、
電
話
二
〇
八
番
／
振
替
仙

台
九
一
五
六
番
〕

　
　
　

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
八
日

七
月
二
十
三
日
出
之
御
懇
書
難
有
拝
誦
仕
候

御
地
ハ
旱
天
と
の
御
事
東
北
地
方
ハ
十
四
五
日
此
方
雨
量
多
く
水
害

汽
車
不
通
等
も
各
地
に
あ
り
農
作
物
も
不
少
被
害
有
之
候　

昨
年
の

此
地
方
ハ
旱
り
御
地
は
多
水
と
承
り
居
候
処
天
候
も
人
事
に
連
れ
て

思
ふ
に
任
す
も
の
ハ
無
之
候　

只
細
長
き
我
国
の
地
理
ハ
一
層
片
寄

り
せ
ぬ
が
有
り
難
き
事
ニ
候　

御
書
面
ニ
被
仰
下
候
政
局
不
安
も
一

応
片
付
き
候
も
戦
局
不
安
ハ
容
易
に
解
消
せ
ぬ
事
と
ハ
存
候
へ
共
こ

れ
も
思
ひ
様
に
て
ハ
今
降
り
湧
い
た
様
な
も
の
ハ
一
ツ
も
な
く
一
微

塵
之
如
き
動
き
も
一
と
し
て
因
果
の
所
応
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
き
も

の
と
存
候
へ
バ
矢
張
り
慎
し
む
べ
き
ハ
銘
々
人
心
の
幾マ

マ

微
に
外
な
ら

ず
と
存
候　

緒
戦
の
好
果
に
心
驕
り
し
我
方
に
ハ
緩
み
あ
り
不
意
に

狼
狽
せ
し
彼
に
ハ
真
摯
の
反
動
あ
り　

今
が
其
過
程
ニ
も
あ
ら
ん
か

其
次
に
総
て
ハ
我
が
意
の
ま
ゝ
な
ら
ん
と
心
傲
る
も
の
ハ
そ
こ
が
覆
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没
の
種
蒔
き
と
な
る
事
疑
ひ
な
き
ハ
過
去
の
種
々
の
国
史
を
見
る
ま

で
も
な
く
候　

昭
和
維
新
以
来
の
政
治
に
は
善
き
確
信
も
な
く
哲
人

も
居
ら
ず
な
る
ま
ゝ
に
軽
佻
に
粗
放
に
あ
り
も
せ
ぬ
資
源
を
も
顧
み

ず
に
衣
食
住
奢
り
今
日
の
事
態
に
至
り
し
ハ
遺
憾
極
り
な
き
事
ニ
ハ

候
も
ま
さ
か
七
千
余
万
の
国
民
ハ
此
ま
ゝ
彼
等
の
為
め
に
亡
ぼ
さ
れ

尽
す
も
の
に
て
ハ
断
じ
て
あ
ら
ざ
る
も
過
去
の
蒔
き
し
も
の
を
刈
り

取
る
為
め
か
ゝ
る
流
血
の
苦
楚
ま
で
も
嘗
め
ね
バ
な
ら
ぬ
事
千
万
惜

し
き
次
第
に
候　

左
り
な
が
ら
禍
福
ハ
畢
竟
あ
ざ
な
へ
る
縄
思
慮
少

な
き
人
々
に
誤
ら
れ
殊
に
米
英
よ
り
来
れ
る
甘
味
の
中
毒
骨
髄
ま
で

滲
透
せ
し
人
々
に
ハ
一
段
の
苦
味
も
試
練
も
又
止
む
を
得
ざ
る
も
の

か
と
存
候　

只
い
つ
で
も
覚
者
ハ
少
な
く
候
為
め
先
憂
の
涙
ハ
絶
へ

ぬ
事
と
被
存
候

私
の
知
れ
る
明
治
以
来
の
人
物
に
て
日
清
戦
争
に
心
傲
り
し
際
に
も

支
那
ハ
大
国
な
り
慢
る
べ
か
ら
ず
と
警
告
せ
ら
れ
し
ハ
勝
海
舟
翁
に

し
て
後
に
ハ
加
藤
内
閣
の
心
な
き
支
那
圧
迫
に
対
し
て
深
憂
を
抱
き

し
ハ
原
敬
氏
と
被
存
候　

何
れ
も
時
勢
に
顧
み
ら
れ
ざ
り
し
も
若
し

当
時
支
那
に
対
し
て
理
解
あ
る
心
の
結
合
あ
ら
バ
今
日
の
情
勢
ハ
全

然
変
っ
た
形
方
を
取
り
た
る
に
疑
ひ
な
き
処
に
候　

今
日
漸
く
民
族

自
覚
の
端
を
開
き
し
ハ
時
勢
も
然
ら
ん
が
天
意
と
も
被
存
候　

今
に

し
て
ハ
我
国
の
立
場
一
寸
の
逡
巡
も
出
来
ず
亜
細
亜
民
族
に
声
の
限

り
叫
び
か
け
自
覚
を
促
す
と
共
に
彼
等
英
米
露
等
の
人
間
に
も
鬼
畜

呼
は
り
許
り
で
な
く
（
ふ
り
か
ゝ
る
火
の
子
ハ
当
然
掃
ふ
の
外
な
き

も
）
常
に
ハ
大
帝
の
思
召
を
体
し
四
方
の
海
皆
は
ら
か
ら
と
云
ふ
呼

び
掛
け
や
体マ

マ

度
も
是
非
々
々
必
要
緊
急
の
事
と
被
存
候　

然
ら
ざ
れ

バ
民
族
意
識
の
憎
み
合
ひ
丈
け
で
ハ
百
年
経
つ
て
も
平
和
ハ
来
ぬ
様

に
被
存
候　

教
育
上
の
御
立
場
よ
り
も
適
切
の
御
考
慮
を
望
む
次
第

に
候

次
に
四
天
王
寺
御
参
詣
の
御
便
り
と
種
々
の
紀
念
品
を
御
配
慮
御
恵

贈
可
下
趣
種
々
貴
意
ニ
懸
け
ら
れ
御
親
切
之
御
事
難
有
奉
謝
上
候

何
れ
の
世
に
も
愚
者
ハ
浜
の
真
砂
程
多
く
と
も
智
者
ハ
珠
玉
の
程
も

な
き
事
致
し
方
な
き
世
相
と
存
候　

切
に
太
子
の
如
き
覚
者
の
出
現

せ
ら
れ
て
世
を
済
は
れ
ん
事
万
望
至
極
ニ
存
候

無
責
任
の
批
判
ハ
慎
し
ま
ね
バ
な
ら
ぬ
事
に
候
へ
共
政
治
と
云
ふ
も

の
ハ
六
ヶ
敷
も
の
と
云
ふ
事
善
く
〳
〵
思
ひ
当
り
候　

此
頃
地
方
に

も
不
思
議
の
現
象
見
へ
来
り
候　

そ
れ
ハ
町
方
な
ど
料
理
屋
も
な
く

美
食
も
無
く
な
り
し
為
め
か
喰
ひ
過
ぎ
に
よ
る
病
ハ
殆
と
な
く
反
対

に
在
方
に
ハ
歯
痛
み
等
の
多
く
な
り
し
由　

か
ゝ
る
世
相
の
中
に
も

乏
し
き
配
給
制
度
ハ
喰
い
過
ぎ
も
の
に
ハ
恵
み
と
な
り
平
生
知
ら
ぬ

砂
糖
な
ど
配
給
せ
ら
れ
た
も
の
に
ハ
不
慮
の
病
ひ
を
求
め
た
り
す
る

事
天
の
配
剤
か
自
然
の
理
法
か
只
因
果
の
恐
る
べ
き
を
知
ら
し
め
ら

る
ゝ
の
ミ
に
候　

一
方
を
圧
へ
れ
バ
一
方
が
膨
れ
暗
ミ
行
為
の
始
末

悪
し
き
も
又
理
法
の
一
面
か
奢
倹
の
二
字
こ
そ
天
下
治
乱
の
別
れ
目

と
云
は
れ
し
言
も
至
理
と
被
存
候　

此
際
何
と
か
不
足
を
云
は
ず
に

素
朴
の
昔
に
返
り
心
身
を
剛
健
に
鍛
へ
殊
に
今
の
窮
屈
を
其
ま
ゝ
平
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常
と
な
し
百
年
続
い
て
も
平
然
た
る
工
夫
致
し
度
も
の
と
存
候

ま
づ
ハ
共
通
の
憂
ひ
ハ
憂
ひ
と
し
て
明
る
い
一
面
を
も
考
へ
て
見
る

必
要
も
あ
る
事
と
存
候　

以
上
申
上
候　

そ
れ
に
つ
い
て
も
三
界
無

安
の
聖
語
や
世
間
虚
仮
の
真
実
言
を
体
得
し
て
心
の
護
り
ニ
致
し
た

き
事
ニ
存
候

乍
末
筆
壮
年
の
方
々
ハ
負
担
も
御
苦
労
も
多
く
心
身
の
過
労
ハ
殊
更

せ
ぬ
様
御
要
意
管マ

マ

腎
と
被
存
候　

愈
々
御
自
重
祈
上
候

　
　

七
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

匆
々
敬
具

　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拝

　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　

侍
史

〔
備
考
〕
白
二
重
封
筒
、
中
紙
薄
茶

〈
消
印
〉〔　

？　

〕
／
〔
？
〕 

7  〔
？
〕
8
／
〔
？
〕〔
？
〕
県 

〈
用
箋
〉
表
裏
印
刷
片
面
赤
茶
罫
14
行
（
三
方
子
持
罫
）、
中
質
紙
事

務
用
箋
。
三
枚
（
計
六
面
）

〈
筆
記
具
〉
墨
・
筆

７　
〔
昭
和
十
九
年
〕
八
月
十
日
・
封
書
〔
〆
〕

〔
表
〕
姫
路
市
鷹
匠
町
甲
三
四

　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

〔
裏
〕
八
月
十
日

　
　
　
　

岩
手
県
花
巻
町

　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

炎
暑
尚
厳
敷
候
折
柄
貴
台
益
々
御
勇
健
ニ
被
為
渉
候
御
事
大
慶
至
極

ニ
候　

此
地
方
ノ
御
天
気
ハ
御
庇
様
ニ
テ
自
食
程
度
ニ
ハ
恵
マ
ル
ゝ

模
様
ニ
候
ヘ
共
肥
料
ト
手
不
足
ノ
為
メ
充
分
ト
ッ
ハ
参
ラ
ズ
多
ク
供

出
ス
テ
他
ニ
及
ボ
ス
迠
ニ
ナ
レ
バ
善
イ
ト
念
ズ
ル
次
第
ニ
候　

御
地

方
ノ
旱
天
ハ
誠
ニ
困
ッ
タ
事
ニ
候　

何
年
モ
忍
バ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
世
相

ト
存
候

偖
此
度
ノ
御
懇
書
ハ
誠
ニ
意
味
深
ク
拝
誦
仕
候　

東
海
ノ
君
子
国
ト

ハ
昔
ノ
事
摺
レ
カ
ラ
シ
ノ
ユ
ダ
ヤ
ト
交
際
中
ニ
箱
入
リ
息
子
（
カ
）

モ
余
リ
ウ
ブ
デ
ハ
ナ
ク
七
十
余
年
ニ
余
毒
清
算
ニ
大
手
術
ノ
苦
悩
ト

モ
思
ハ
レ
共
混
乱
ト
動
揺
ノ
多
少
ア
ル
ヿ
ハ
止
ム
ヲ
得
ズ
ト
シ
テ
モ

茲
ニ
大
覚
醒
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
事
ハ
仰
セ
ノ
如
ク
百
年
戦
覚
悟
ニ
テ
彼

等
動
物
的
性
格
ニ
見
レ
バ
大
蛇
ノ
如
ク
執
拗
ナ
ル
英
ゴ
リ
ラ
ノ
如
キ

米
ニ
対
シ
テ
ハ
桃
太
郎
デ
ハ
勤
マ
ラ
ズ
必
ズ
ヤ
智
恵
モ
鋭
ク
力
モ
伴

フ
大
人
格
デ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ズ
箇
様
ニ
見
テ
来
ル
ト
箱
入
息
子
ヤ
娘

ハ
根
本
ヨ
リ
出
直
ス
程
ノ
必
要
ア
リ　

肉
体
ニ
水
ヲ
冠
ル
禊
位
デ
ハ

ナ
ク
心
ノ
底
ヨ
リ
沁
ミ
付
イ
タ
垢
ヲ
洗
ヒ
真
ノ
出
直
シ
立
直
シ
ノ
必

要
ア
ル
ヿ
ト
存
候
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此
洗
練
ノ
ツ
ラ
サ
ハ
共
業
所
感
ト
シ
テ
ハ
地
球
上
ノ
老
幼
男
女
ノ
全

体
ニ
マ
デ
及
ボ
シ
候
事
ハ
気
ノ
毒
ノ
次
第
ニ
候

カ
ク
テ
後
ニ
来
ル
モ
ン
ハ
衣
食
住
何
レ
モ
乏
シ
キ
貧
シ
キ
時
代
ノ
必

至
ニ
候
事
ハ
各
自
ノ
果
報
ト
ハ
申
シ
ナ
ガ
ラ
愚
痴
ノ
所
報
ハ
恐
ル
ベ

キ
モ
ノ
ト
存
ジ
候　

カ
ゝ
ル
世
相
ヲ
見
ル
ニ
ツ
ケ
テ
モ
古
聖
ノ
生
死

甚
恐
ル
ベ
シ
ト
云
ハ
レ
シ
ヿ
モ
厭
離
穢
土
感
ニ
徹
底
セ
ラ
レ
シ
ヿ
モ

深
キ
自
覚
ノ
現
ハ
レ
ト
存
候

降
リ
カ
ゝ
ル
火
ノ
子
ハ
払
ハ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ヿ
ハ
申
ス
迠
モ
ナ
ク
差
掛

リ
百
年
戦
ノ
覚
悟
モ
勿
論
必
要
ニ
候
ヘ
ド
モ
一
面
ニ
ハ
鬼
ヲ
仏
ニ
ス

ル
働
ラ
キ
モ
寸
時
モ
怠
ラ
レ
ヌ
応
務
ト
存
候　

昨
日
モ
長
ク
繋
争
ト

ナ
リ
居
リ
シ
土
地
ニ
絡
マ
ル
紛
争
ヲ
同
僚
ヤ
判
事
ト
共
力
シ
テ
円
満

ニ
調
停
解
決
セ
シ
メ
タ
ル
後
今
迠
青
筋
立
テ
ゝ
イ
ガ
ミ
合
フ
タ
ル
双

方
ニ
是
レ
ヨ
リ
仲
善
キ
隣
組
ヲ
得
タ
ル
仕
合
セ
ヲ
感
謝
シ
タ
ラ
善
カ

ラ
ン
ト
申
シ
タ
ラ
其
レ
ハ
何
処
ニ
感
謝
ス
レ
バ
善
イ
ノ
カ
ト
云
フ
ノ

ニ
私
ガ
答
ヘ
テ
ソ
レ
ハ
遠
ク
ハ
国
ノ
制
度
ノ
御
庇
デ
モ
ア
ル
ガ
近
ク

ハ
仲
ニ
入
リ
シ
我
々
デ
モ
ア
ロ
ウ
ト
笑
ヒ
ナ
ガ
ラ
ニ
申
シ
タ
ラ
俄
ニ

改
マ
ツ
タ
様
ニ
立
チ
テ
敬
礼
シ
テ
有
難
ウ
ト
云
ハ
レ
タ
ヿ
ハ
列
席
皆

善
ク
融
ケ
合
フ
タ
面
白
イ
場
面
デ
モ
ア
リ
マ
シ
タ　

今
マ
デ
強
情
我

慢
ノ
男
モ
俯
シ
テ
自
分
ノ
現
実
ヤ
周
囲
ヲ
観
ズ
ル
時
淋
シ
サ
ヲ
感
ゼ

ヌ
モ
ノ
モ
ナ
キ
ヿ
ト
被
存
候
ヘ
バ
誠
ニ
現
下
ノ
如
ク
刹
那
モ
安
キ
ヿ

ナ
キ
恐
怖
時
代
ニ
無
神
経
デ
ナ
キ
限
リ
感
ナ
キ
ハ
ア
ル
マ
ジ
ク
候

ソ
レ
ガ
表
面
ニ
出
デ
ズ
シ
テ
痩
セ
我
慢
ノ
強
ガ
リ
ノ
ミ
出
テ
来
ル
モ

曲
リ
ク
ネ
ツ
タ
悪
世
ノ
形
相
ト
存
ゼ
ラ
レ
候

か
ゝ
ル
時
真
ニ
肺
腑
ヲ
衝
ク
大
慈
大
悲
ノ
大
御
心
ヨ
リ
美
ク
シ
キ
声

優
シ
キ
思
ヒ
ヤ
リ
涙
ヲ
以
テ
諫
ム
ル
親
心
透
徹
セ
ル
智
恵
豊
カ
ナ
ル

経
験
等
ヨ
リ
ノ
懇
ロ
ニ
ド
ン
ナ
モ
ノ
ニ
モ
人
間
ト
シ
テ
ノ
一
応
ノ
理

解
ア
ル
モ
ノ
ニ
諭
シ
得
ル
力
ア
ル
人
ア
リ
テ
只
其
前
ニ
ヒ
レ
伏
シ
テ

懺
悔
ノ
涙
止
メ
難
シ
ト
云
フ
程
ノ
感
応
ア
ラ
シ
メ
度
キ
モ
ノ
ト
存

候　

カ
ク
テ
各
々
ノ
本
罪
ガ
懺
悔
ノ
涙
ニ
洗
ハ
ル
ゝ
時
ア
ラ
バ
世
ハ

刹
那
ニ
シ
テ
住
ミ
善
キ
浄
土
ト
モ
ナ
ル
ヿ
ト
存
候　

誠
ニ
待
望
セ
ラ

ル
ゝ
ハ
カ
ゝ
ル
大
人
格
ニ
候　

或
ハ
ソ
レ
ハ
仏
格
カ
神
格
カ
モ
知
レ

ズ
候
モ
何
レ
ニ
モ
セ
ヨ
カ
ゝ
ル
事
ハ
渇
望
堪
ヘ
ガ
タ
キ
処
ニ
候

美
ク
善
キ
声
善
キ
音
楽
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
古
来
人
間
ノ
世
ニ
ハ
真
ニ
至

宝
ト
シ
テ
尊
バ
レ
シ
モ
故
ア
ル
カ
ナ
ト
被
存
候　

ル
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト

ヤ
チ
ヤ
ー
チ
ル
ヤ
ス
タ
ー
リ
ン
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
乃
至
幾
多
驕
慢
ノ
徒
ヲ

シ
テ
ソ
レ
ラ
ノ
角
ガ
忽
チ
ニ
折
レ
ア
マ
ツ
サ
ヘ
「マ

マ

懺
悔
ノ
涙
止
メ
難

シ
ト
（
コ
レ
ハ
山
伏
弁
円
ガ
親
鸞
ノ
前
ニ
害
心
忽
チ
ニ
砕
ケ
テ
跪
キ

シ
一
刹
那
ノ
風
景
ト
存
候
）
云
フ
様
ノ
場
面
ハ
想
像
シ
テ
モ
痛
快
ニ

候　

漢
楚
軍
談
ニ
張
良
簫
ヲ
吹
イ
テ
楚
兵
ヲ
散
ズ
ト
云
フ
記
事
ア
リ

シ
様
ニ
候　

慈
心
ア
リ
智
恵
ア
リ
文
筆
ア
リ
博
識
ア
リ
言
語
ア
リ
美

声
ア
リ
等
ノ
人
ア
ラ
バ
此
際
比
較
的
中
立
ノ
処
ヨ
リ
全
人
類
ニ
呼
ビ

掛
ケ
各
自
ニ
親
モ
ア
ラ
ン
子
モ
ア
ラ
ン
兄
弟
姉
妹
妻
モ
ア
ラ
ン
何
ノ

所
詮
ニ
血
ヲ
流
シ
テ
争
フ
ヤ
ト
諭
シ
続
ケ
ル
人
ア
リ
テ
各
自
ニ
物
ノ

哀
レ
生
ケ
ル
モ
ノ
ゝ
互
ヒ
ニ
助
ケ
合
フ
ベ
キ
道
ヲ
示
シ
得
ル
人
欲
シ
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キ
次
第
ニ
候　

貴
台
ノ
如
ク
長
キ
教
育
ニ
携
ハ
リ
シ
御
方
ニ
ハ
人
物

鑑
識
ノ
充
分
ニ
行
届
キ
ノ
ヿ
ト
存
候　

上
来
ノ
様
ノ
資
格
全
分
ナ
ラ

ズ
ト
モ
善
ク
備
ヘ
タ
ラ
ン
人
ハ
百
万
ノ
将
兵
ニ
優
ル
事
万
々
ナ
ル
ベ

シ
ト
信
ジ
候　

イ
バ
ラ
ノ
道
ノ
六
ヶ
敷
キ
世
ニ
一
脈
ノ
清
風
ハ
カ
ゝ

ル
ヿ
ノ
外
ナ
キ
様
ニ
候
ヘ
バ
特
色
ア
ル
人
物
ノ
養
成
コ
ソ
教
育
家
ニ

許
サ
レ
タ
ル
天
職
ト
存
候　

今
ハ
申
シ
度
キ
ヿ
モ
思
フ
様
云
ハ
レ
ヌ

時
ナ
レ
バ
ニ
ヤ
何
カ
御
挨
拶
ノ
手
紙
ヲ
差
上
ル
積
リ
ニ
テ
拙
筆
ヲ
取

リ
テ
モ
思
ハ
ヌ
愚
痴
ガ
出
テ
筆
ガ
外
レ
候　

立
秋
ト
モ
相
成
候
ヘ
共

御
地
ハ
是
レ
ヨ
リ
マ
ダ
〳
〵
暑
き
御
事
ト
存
候　

愈
々
御
健
勝
ニ
銃

後
ノ
御
働
ラ
キ
被
遊
候
様
祈
上
候　
　
　
　

匆
々
敬
具

　

八
月
十
日
午
前

　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　

侍
史

追
伸

此
手
紙
ヲ
書
イ
テ
居
ル
内
ニ
声
ノ
事
ヲ
申
シ
マ
シ
タ
ガ
世
ニ
声
程
微

妙
ナ
モ
ノ
ハ
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス　

真
善
美
ト
申
シ
テ
モ
他
ノ
モ
ノ
ニ

ハ
多
少
ノ
粉
飾
ニ
紛
レ
易
キ
ヿ
ア
リ
テ
モ
音
声
斗
リ
ハ
紛
ラ
ス
ヿ
ハ

出
来
ヌ
ソ
ー
デ
ス　

観
相
家
ナ
ド
モ
最
後
ノ
深
サ
ハ
声
ニ
ヨ
リ
テ
判

断
ス
ル
ト
云
フ
事
デ
ア
リ
マ
ス　

左
レ
バ
コ
ソ
当
代
ノ
名
人
ト
云
ハ

ル
ゝ
モ
ノ
ゝ
芸
ニ
ハ
打
タ
レ
ヌ
モ
ノ
モ
霜
夜
ニ
破
レ
三
味
線
ヲ
弾
ク

瞽
女
ノ
声
ニ
涙
誘
ハ
レ
殊
ニ
小
児
ノ
旡
心
ニ
泣
ク
声
ニ
ハ
六
尺
ノ
男

性
モ
断
腸
ノ
思
ヒ
ア
ル
ヿ
其
例
ト
モ
被
存
候　

御
参
考
ノ
一
端
ニ
モ

ト〔
備
考
〕
白
一
重
封
筒

〈
消
印
〉
花
巻
／
19
・
8
・
11
／
〔　
　
　

〕

〈
用
箋
〉
６
に
同
じ
。
三
枚
（
計
六
面
）

〈
筆
記
具
〉
墨
・
筆

８　

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
四
日
・
封
書
〔
封
〕

〔
表
〕
姫
路
市
鷹
匠
町
甲
ノ
三
四

　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
直
被

〔
裏
〕
岩
手
県
花
巻
町

　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

      

昭
和
拾
九
年
八
月
廿
四
日

時
局
緊
迫
も
上
り
坂
の
一
途
を
〔
辿
〕［
ト
に
し
ん
に
ゅ
う
、を
書
く
〕

り
候
折
柄
御
身
辺
も
定
め
て
御
多
忙
被
奉
存
上
候

敵
機
も
中
国
辺
ま
で
も
来
る
事
あ
る
様
子
な
れ
バ
数
十
分
の
距
離
に

あ
る
処
ハ
尚
更
不
安
之
御
事
ニ
候

此
処
ハ
随
分
六
ヶ
敷
段
階
ニ
差
掛
り
候
事
ニ
候
ヘ
バ
国
民
全
体
が
大

禊
の
心
持
に
て
大
死
一
番
の
決
心
さ
へ
付
け
ば
案
外
非
常
時
も
気
楽
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に
過
ぐ
る
事
ニ
存
候　

国
内
何
れ
に
潜
入
さ
れ
て
も
紛
れ
弾
で
も
当

れ
バ
其
れ
迠
と
決
心
す
れ
バ
案
外
ニ
諦
ら
め
の
善
き
処
も
あ
る
国
民

性
故
そ
こ
ハ
米
英
な
ど
に
追
随
の
出
来
ぬ
特
性
を
発
揮
出
来
る
事
と

存
候　

此
際
一
応
ハ
決
死
の
覚
悟
を
極
め
て
弱
音
を
吹
か
ぬ
が
善
き

国
民
と
存
候　

彼
等
〔
ペ
ン
で
「
敵
」
と
傍
記
〕
も
又
精
神
問
題
に

注
意
し
日
本
人
の
誇
り
を
奪
は
ん
と
種
々
の
策
略
を
廻
ら
し
居
る
様

子
正
ニ
彼
等
の
精
神
力
と
我
国
伝
来
の
そ
れ
と
鍔
せ
り
合
ひ
の
処
ま

で
来
た
と
云
ふ
事
痛
快
至
極
之
事
ニ
候　

今
こ
そ
幕
末
に
志
士
輩
出

せ
し
時
の
如
く
真
の
愛
国
者
も
出
て
真
の
国
民
の
再
組
織（
精
神
の
）

せ
ら
る
ゝ
時
と
存
候　

誠
ニ
誤
つ
た
七
八
十
年
の
錆
や
垢
を
と
る
事

難
儀
之
事
ニ
候

此
間
の
敵
機
来
に
二
十
三
才
の
少
年
兵
之
飛
行
軍
曹
が
彼
の
二
十
九

型
式
機
を
屠
り
し
ハ
痛
快
至
極
之
事
ニ
候　

誠
ニ
護
国
の
神
と
讃
美

し
て
可
な
る
処
ニ
候　

物
量
を
頼
む
彼
等
に
ハ
正
ニ
冷
水
三
斗
の
感

あ
る
べ
く
候　

眇
た
る
戦
闘
きマ

マ

が
空
の
怪
物
を
屠
り
し
ハ
正
ニ
精
神

力
の
極
致
と
被
存
候　

此
闘
魂
の
不
屈
な
る
限
り
神
洲
ハ
万
全
た
る

べ
く
手
頃
の
戦
闘
機
と
艦
砲
射
撃
を
許
さ
ぬ
海
軍
力
の
あ
る
限
り
国

民
ハ
信
頼
し
て
可
な
り
と
存
候　

只
人
間
の
我
他
彼
此
の
党
心
こ
そ

困
り
も
の
ニ
存
候
今
の
内
閣
ハ
其
点
に
も
随
分
注
意
し
て
居
る
様
に

候　

此
序
に
下
克
上
の
如
何
に
悪
し
き
事
な
る
や
を
自
覚
す
れ
バ
軍

人
も
官
僚
も
又
蘇
活
之
道
あ
る
べ
き
事
と
存
候　

口
舌
と
形
式
斗
り

ハ
善
い
様
で
も
尤
も
誠
意
の
乏
し
き
も
の
ハ
官
僚
に
あ
ら
ぬ
か
と
思

は
る
点
多
く
候　

是
ハ
過
去
の
英
米
輸
入
時
代
の
法
科
出
の
役
人
に

支
配
せ
ら
る
ゝ
今
の
政
治
に
過
渡
期
と
し
て
止
む
を
得
ぬ
事
な
が
ら

人
に
ハ
訓
辞
す
る
の
指
導
す
る
の
と
云
ひ
な
が
ら
慚
汗
背
を
沾
す
と

云
ふ
事
も
な
く
洒
々
と
し
て
麻
ひ
状
態
に
あ
る
彼
等
こ
そ
痛
く
猛
省

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
一
類
と
存
候　

其
点
教
育
の
御
職
に
て
実
験
せ
ら
れ

た
る
貴
台
の
御
経
験
ハ
尊
く
も
あ
り
御
反
省
の
深
き
ハ
感
に
堪
へ
ざ

る
処
に
候

思
ふ
に
千
古
の
鉄
則
ハ
変
り
な
き
次
第
な
れ
バ
生
者
ハ
必
滅
盛
者
ハ

必
衰
物
も
心
も
遂
に
頼
ま
れ
ぬ
も
の
と
す
れ
バ
彼
等
の
燃
へ
盛
り
も

時
間
の
問
題
に
て
大
抵
彼
等
の
選
挙
前
が
極
盛
期
と
彼
存
候　

其
内

党
派
心
や
自
由
や
我
儘
心
の
烈
し
き
国
民
が
自
国
自
分
の
直
接
脅
威

も
受
け
ぬ
戦
争
に
い
つ
迠
窮
屈
を
忍
び
犠
牲
を
払
ふ
や
ハ
言
ハ
ず
と

知
れ
た
山
の
見
へ
て
居
る
事
な
れ
バ
此
処
国
民
忍
苦
辛
抱
一
番
の
時

代
と
被
存
候

先
ハ
比
較
的
敵
襲
〔
ま
〕〔「
き
」
と
誤
記
〕
近
き
処
に
御
見
舞
申
上

度
心
得
に
て
書
き
初
め
な
が
ら
思
は
ず
長
く
相
成
候

未
だ
残
暑
も
厳
し
く
健
康
に
も
一
層
注
意
せ
ね
バ
な
ら
ぬ
折
柄
殊
更

御
用
心
等
一
々
願
上
候

此
地
方
御
庇
様
に
て
水
害
に
見
舞
は
れ
し
以
外
の
処
ハ
米
ハ
平
年
位

に
被
存
畑
物
ハ
少
し
劣
り
し
位
に
候

併
し
段
々
疎
開
の
人
達
も
入
り
来
て
窮
屈
と
な
る
事
ハ
一
応
覚
悟
せ

ね
バ
な
ら
ぬ
処
と
存
居
候
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外
よ
り
ハ
手
も
付
け
ら
れ
ぬ
要
害
も
内
よ
り
破
る
栗
の
い
が
か
な
と

い
つ
た
様
の
戯
哥
が
あ
つ
た
様
に
聞
い
た
様
に
候　

い
つ
で
も
外
圧

に
よ
り
て
の
ミ
破
れ
た
る
も
の
ハ
少
な
く
内
よ
り
破
る
弱
者
ハ
大
抵

生
活
よ
り
来
り
候
事
な
れ
バ
国
民
の
精
神
力
が
第
一　

次
に
ハ
善
き

政
治
が
待
望
せ
ら
る
ゝ
処
に
候

ま
づ
ハ
是
に
て
禿
筆
を
擱
き
候　
　

匆
々
敬
具

　
　

八
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　
　

尊
下

早
ク
ニ
仏
心
鬼
手
ト
云
フ
語
ガ
善
ク
使
ハ
レ
タ
時
有
之
候　

今
コ
ソ

此
語
ノ
ア
ル
点
マ
デ
用
ヘマ

マ

ラ
レ
テ
善
キ
時
ニ
ア
ラ
ザ
ル
カ
ト
存
候

〔
備
考
〕
白
一
重
封
筒

〈
消
印
〉
花
〔　

〕
／
〔　

〕
9
・〔　

〕・
24
／
〔　
　
　

〕

〈
用
箋
〉
６
に
同
じ
。
三
枚
（
計
六
面
）

〈
筆
記
具
〉
墨
・
筆

９　

昭
和
十
九
年
九
月
四
日
・
封
書
〔
封
〕

〔
表
〕
姫
路
市
鷹
匠
町
甲
三
四

　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

〔
裏
〕
岩
手
県
花
巻
町

　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　
　

昭
和
十
九
年
九
月
四
日

度
々
の
御
懇
書
難
有
拝
誦
仕
候

今
の
鬱
陶
敷
地
球
上
の
気
分
ハ
老
若
男
女
賢
不
肖
色
と
程
度
こ
そ
少

し
ハ
違
ヘ
悩
み
な
き
ハ
人
に
あ
ら
ず
と
で
も
申
す
べ
き
時
遠
近
ハ
問

は
ず
心
の
窓
よ
り
さ
し
込
む
光
り
に
も
似
た
る
音
信
を
頂
き
又
ハ
言

行
に
接
す
る
事
ハ
誠
生
き
甲
斐
あ
る
人
間
の
清
福
と
存
候　

恵
心
僧

都
が
ま
づ
三
悪
道
を
離
れ
て
人
間
に
生
れ
出
つ
る
事
大
な
る
喜
び
な

り
と
仰
せ
ら
れ
た
る
も
至
言
と
存
候　

人
間
な
ら
で
ハ
知
ら
れ
ぬ
苦

悩
も
あ
る
代
り
又
人
間
な
ら
で
ハ
味
ひ
得
ら
れ
ぬ
清
福
も
あ
る
事
と

存
候

か
ゝ
る
世
に
生
き
て
尤
も
強
く
感
ぜ
ら
る
ゝ
も
の
ハ
御
書
信
に
あ
る

如
く
我
等
の
無
力
感
に
候
（
善
き
意
味
の
）
左
れ
ど
誤
れ
る
有
力
感

の
憍
慢
に
よ
り
て
幾
億
の
人
類
を
苦
し
め
無
量
劫
償
ひ
難
き
罪
を
造

る
よ
り
ハ
増
し
と
も
存
候　

現
在
の
世
相
如
何
な
る
が
幸
か
不
幸
か

測
り
別
る
事
も
出
来
ず　

ま
し
て
幽
界
の
事
ハ
冥
々
と
し
て
尚
測
り

別
る
事
能
は
ず
案
外
に
も
玉
砕
と
云
は
る
ゝ
人
々
な
ど
尤
も
恵
ま
れ

た
る
人
あ
る
や
も
知
れ
ず
候　

元
禄
の
昔
四
十
七
士
の
命
乞
ひ
せ
ざ

り
し
東
叡
山
の
座
主
ハ
尤
も
思
慮
あ
る
人
と
せ
ら
れ
候
も
旨
あ
る
事

と
存
候　

目
先
の
利
害
を
以
て
測
り
別
る
能
ハ
ぬ
処
に
順
逆
の
運
命

も
動
く
も
の
と
存
候
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昨
日
当
地
（
岩
田
徳
弥
氏
裏
に
あ
る
寺
）
光
徳
寺
に
参
り
事
の
序
に

貴
台
が
苦
学
し
て
小
中
大
の
学
校
教
員
を
歴
任
し
て
の
御
所
感
今
の

世
に
正
信
を
獲
た
る
人
な
き
事
誤
れ
る
教
育
し
て
も
慚
愧
も
知
ら
ぬ

様
成
り
行
き
し
御
所
感
等
話
し
候
処
此
人
も
龍
谷
大
学
出
の
四
十
以

上
の
僧
侶
に
て
自
分
の
現
状
や
世
相
に
不
満
と
慚
愧
を
感
じ
居
る
人

に
候
故
大
に
共
鳴
書
信
を
上
げ
る
時
の
為
め
紹
介
し
て
呉
れ
と
云
ふ

に
よ
り
名
刺
を
申
受
け
同
封
申
上
候
間
御
含
置
之
程
願
上
候　

同
時

に
又
日
本
人
が
酔
ひ
ど
れ
斗
り
も
居
ら
ず
毒
気
の
少
な
き
も
の
よ
り

醒
め
初
め
て
次
第
に
本
来
の
姿
に
復
帰
す
る
も
の
も
多
く
な
る
事
に

候　

そ
れ
ハ
機
縁
さ
へ
熟
す
れ
バ
必
し
も
時
間
や
手
数
を
多
く
要
す

る
も
の
と
も
限
り
申
間
敷
候　

太
子
の
仰
せ
ら
れ
し
日
域
大
乗
相
応

地
と
存
外
感
応
早
き
や
も
知
れ
不
申
候　

根
機
強
ク
御
自
重
被
下
度

候御
子
息
三
人
の
外
又
御
出
生
あ
る
べ
き
由
お
芽
出
度
御
事
ニ
候　

心

身
健
か
に
御
成
育
の
事
奉
祈
上
候

当
地
方
一
昨
日
の
二
百
十
日
稀
な
る
好
日
に
て
農
作
物
も
水
害
地
之

外
ハ
誠
ニ
恵
ま
れ
稲
作
も
平
年
又
ハ
少
し
以
上
と
な
る
か
も
知
れ
不

申
候　

配
給
の
ふ
へ
る
様
の
事
ハ
な
く
候
共
心
豊
か
に
て
あ
る
事
ハ

地
方
民
の
幸
に
候　

御
地
の
事
国
全
体
の
事
と
な
れ
バ
何
と
し
て
も

乏
し
き
を
忍
ぶ
外
な
き
状
態
に
ハ
候
ヘ
共
昨
夜
放
送
に
て
承
ハ
り
し

緒
戦
に
独
逸
に
襲
は
れ
た
る
ソ
聯
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
や
モ
ス
コ
ー

の
状
態
な
ど
と
ハ
比
べ
に
も
な
ら
ぬ
難
有
さ
を
感
ず
る
も
の
に
候

此
頃
痛
切
に
感
じ
候
事
ハ
運
命
の
不
可
思
議
と
云
ふ
事
に
候　

太
子

様
程
の
宿
命
（
観
）
通
に
達
せ
ら
れ
し
聖
者
に
て
も
御
自
身
の
事
ハ

如
何
と
も
せ
ん
様
な
く
御
子
孫
の
断
絶
せ
ら
る
ゝ
事
を
思
は
れ
て
ハ

誠
ニ
断
腸
の
思
ひ
あ
ら
れ
し
御
事
と
察
せ
ら
る
ゝ
事
ニ
候　

此
頃
広

き
視
野
に
展
開
せ
ら
る
ゝ
世
相
人
事
近
く
身
辺
に
見
ら
る
ゝ
諸
般
の

事
皆
こ
の
運
命
の
不
可
思
議
を
思
は
せ
ら
る
も
の
に
あ
ら
ぬ
ハ
無
く

存
候　

近
く
の
ミ
を
見
れ
バ
眩
惑
昏
倒
せ
ん
と
す
る
世
相
人
事
も
静

か
に
時
間
を
通
じ
又
其
帰
趣
の
冷
厳
な
る
に
想
到
す
る
時
天
網
恢
々

の
語
も
凛
と
し
て
生
き
更
に
老
生
が
若
年
の
時
あ
る
寺
に
て
見
た
る

西
有
穆ボ

ク

山
禅
師
の
書
か
れ
し
小
幅
の
文
字
（
宝
積
経
の
偈
と
あ
り
ま

し
た
）

　

仮
令
経
百
劫　

所
作
業
不
滅　

因
縁
会
遇
時　

華
報
却
自
受

以
上
の
様
で
あ
つ
た
と
思
ひ
ま
す　

此
の
文
字
や
遺
教
経
の
忍
の
徳

た
る
持
戒
苦
行
も
又
及
は
ざ
る
処
な
り
と
の
御
諭
し
が
如
何
に
過
去

に
救
ひ
を
受
け
か
ハ
測
り
知
ら
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
し
た　

ま
こ
と

に
数
行
の
文
字
が
生
き
て
力
と
な
り
又
生
命
を
も
ト
救
は
る
ゝ
事
あ

る
ハ
先
哲
の
血
涙
の
結
晶
な
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
せ
ら
る
ゝ
次
第
で
あ

り
ま
す　

半
偈
の
為
め
に
身
を
捧
げ
た
雪
山
童
子
な
ら
ず
と
も
心
あ

る
と
無
き
と
を
問
は
ず
此
の
大
乗
相
応
地
の
御
恩
を
受
け
て
居
る
国

民
な
れ
バ
こ
そ
平
素
ハ
大
〔
？
〕
九
〔
？
〕
兵
〔
？
〕
と
も
な
り
盗

跖
の
外
考
へ
な
き
も
の
も
愈
々
の
時
本
統
の
面
目
を
発
揮
す
る
事
ハ

有
り
難
き
事
に
候　

左
り
な
が
ら
平
素
の
だ
ら
し
な
さ
ハ
何
た
る
事
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ぞ
や　

番
人
な
け
れ
バ
野
山
の
物
ハ
と
り
放
題
百
分
中
九
十
余
ハ
現

行
の
盗
犯
を
為
す
国
民
な
り
と
ハ
情
け
な
き
国
民
性
に
も
候　

善
く

教
ふ
れ
バ
是
に
従
ふ
と
此
民
を
信
せ
ら
れ
し
太
子
の
恩
袖
に
涙
の
乾

く
時
な
か
る
べ
く
候　

日
蓮
上
人
の
涙
ひ
ま
な
し
も
信
の
上
の
ミ
に

も
あ
ら
ず
し
て
今
見
る
如
く
な
る
愚
昧
の
人
間
に
流
さ
れ
し
も
の
と

も
思
は
れ
候

地
獄
の
縮
図
と
も
見
ら
る
ゝ
戦
争
絵
巻
も
箇
々
の
所
応
や
皆
各
自
因

縁
の
所
作
な
る
と
思
へ
候　

身
毛
戦
慄
せ
ら
る
ゝ
を
覚
へ
候

殊
に
貴
台
の
視
野
に
近
く
展
開
せ
るマ

マ

ゝ
上
方
地
方
富
と
物
の
外
何
も

の
も
考
な
き
大
阪
地
方
等
の
人
も
富
の
獲
得
に
依
り
て
盤
石
の
基
礎

に
立
ち
し
と
思
ふ
も
束
の
間
天
人
五
衰
の
日
よ
り
も
果
敢
な
く
富
の

税
に
子
弟
ハ
兵
に
と
是
迠
他
の
犠
牲
に
て
肥
へ
た
る
も
の
も
清
算
の

時
ハ
身
に
も
附
か
ず
悔
恨
の
涙
も
追
ひ
付
か
ぬ
も
の
ゝ
多
々
あ
る
べ

く
ト
存
候　

此
地
方
も
今
日
よ
り
三
日
間
四
十
五
歳
迠
の
壮
年
の

人
々
皆
兵
籍
を
附
せ
ら
れ
暑
き
処
に
て
訓
練
せ
ら
れ
居
り
候

共
業
所
感
と
ハ
申
せ
首
陀
も
刹
利
も
同
様
の
苦
悩
何
と
も
気
の
毒
の

事
な
が
ら
此
時
節
ニ
あ
る
も
の
ゝ
因
縁
の
所
応
ト
申
す
外
な
か
る
べ

く
候　

こ
れ
ハ
国
土
防
衛
の
上
で
ハ
惣マ

マ

蹶
起
で
あ
り
心
身
の
内
観
よ

り
ハ
惣
懺
悔
で
な
く
て
ハ
な
ら
ぬ
事
と
存
候

只
此
意
味
で
ハ
我
国
な
ど
本
来
な
ご
や
か
な
る
情
味
勝
の
国
民
に
候

故
悪
と
申
し
て
も
浅
く
懺
悔
に
も
比
較
的
入
り
易
く
も
被
存
候　

日

蓮
上
人
の
仰
せ
ら
れ
し
悪
に
滅
び
ず
し
て
愚
に
滅
ぶ
る
と
仰
せ
ら
れ

も
此
辺
の
意
味
か
と
も
存
候　

然
る
に
ユ
ダ
ヤ
ハ
是
と
大
に
違
ふ
も

の
あ
り　

彼
等
の
先
代
ハ
激
し
き
民
族
闘
争
と
生
活
難
と
国
を
亡
ぼ

さ
れ
た
る
怨
恨
と
執
拗
と
も
云
べ
き
根
気
強
さ
と
更
に
理
性
と
背
景

と
せ
る
哲
学
ま
で
製
造
し
て
自
分
の
為
す
事
を
正
理
な
り
人
道
な
り

と
裏
付
を
為
し
頑
然
譲
ら
ざ
る
不
敵
の
魂
を
養
成
し
た
る
も
の
と
存

せ
ら
る
も
の
に
候　

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
な
ど
の
面
魂
ひマ

マ

ハ
正
に
其
標
本

の
様
被
存
候　

是
を
退
治
す
る
事
ハ
親
心
の
涙
斗
り
で
ハ
行
か
ず
必

ず
ヤ
彼
等
の
主
張
を
木
っ
葉マ

マ

微
塵
に
す
る
丈
の
理
論
も
無
く
て
ハ
な

ら
ず
そ
れ
を
推
進
せ
し
む
る
科
学
等
の
力
も
必
要
と
す
る
事
と
存
候

　

殊
に
今
の
状
態
を
押
し
進
め
て
考
へ
る
時
過
去
に
あ
り
し
平
和
時

代
な
ど
想
像
も
出
来
ず
更
に
層
一
層
残
酷
な
る
兵
器
の
出
現
に
よ
り

て
破
壊
の
度
ハ
更
に
甚
敷
遂
に
ハ
人
間
一
度
び
立
ち
て
争
ヘ
バ
双
方

共
倒
れ
の
外
な
き
ま
で
の
自
覚
ニ
達
し
互
に
全
滅
す
る
よ
り
ハ
寧
ろ

仲
善
く
し
よ
う
と
云
ふ
処
ま
で
に
な
ら
ね
バ
平
和
と
云
ふ
事
ハ
な
い

様
の
状
態
に
立
ち
至
る
に
あ
ら
ず
や
と
思
は
る
ゝ
程
の
様
相
に
被
存

候　

人
寿
十
才
に
ま
で
縮
ま
る
と
云
ふ
仏
陀
の
予
言
も
著
々
近
く
相

成
る
も
の
と
思
は
る
ゝ
減
劫
時
代
の
哀
れ
さ
と
も
見
ら
れ
候　

十
才

台
の
少
年
が
段
々
戦
場
に
出
て
来
る
様
に
な
り
年
頃
と
な
り
て
も
美

服
一
つ
纏
ひ
得
ぬ
少
女
を
見
る
時
気
の
毒
さ
に
暗
然
た
る
も
の
は
老

人
斗
り
に
も
あ
ら
ぬ
か
と
存
候

前
途
ま
で
想
像
し
て
余
り
悲
観
に
偏
し
た
事
を
考
へ
る
様
で
あ
り
ま

す
が
仏
語
ハ
外
れ
ぬ
が
常
則
の
事
と
て
明
治
頃
の
時
代
に
ハ
遠
く
に
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眺
め
て
居
る
事
柄
や
三
界
無
安
と
か
五
濁
悪
世
と
か
云
ふ
事
が
寸
毫

の
違
ひ
も
な
く
加
速
度
に
迫
り
来
る
状
態
ハ
遺
憾
な
が
ら
昔
の
通
り

に
な
る
も
の
と
思
ふ
外
あ
り
ま
せ
ぬ

曠
野
に
て
猛
虎
に
追
は
れ
し
旅
人
が
空
井
に
避
難
し
な
が
ら
藤
蔓
に

取
付
き
そ
の
根
元
を
月
日
の
鼠
に
噛
ま
れ
な
が
ら
僅
か
に
葡
萄
の
液

に
咽
喉
を
湿
ほ
し
居
る
譬
諭
ハ
其
儘
私
共
の
日
暮
ら
し
の
有
様
で
あ

る
事
ハ
只
其
儘
と
肯
定
す
る
外
ハ
あ
り
ま
せ
ん　

只
加
速
度
に
仏
様

の
予
言
よ
り
も
尚
早
く
そ
れ
が
来
る
様
に
思
は
れ
る
の
ハ
人
間
の
科

学
と
云
ふ
も
の
を
悪
利
用
す
る
力
が
進
ミ
そ
れ
が
自
滅
を
早
め
て
居

る
も
の
と
思
は
れ
ま
す　

欧
洲
都
市
の
破
壊
（
で
ハ
な
く
）
今
度
ハ

破
滅
で
あ
る
か
知
れ
ま
せ
ん　

若
三
世
悠
久
に
生
き
て
四
弘
誓
願
に

て
も
保
た
ぬ
な
ら
バ
何
の
為
め
に
生
き
て
居
る
か
あ
る
に
甲
斐
な
き

儚
な
き
存
在
と
思
は
れ
候　

か
ゝ
る
分
り
切
つ
た
事
ま
で
書
い
て
自

誡
せ
ね
バ
な
ら
ぬ
世
相
の
如
何
に
気
分
の
上
に
迫
り
居
る
も
の
な
る

か
ハ
自
認
し
居
る
処
に
候

か
ゝ
る
危
き
世
相
こ
そ
誠
ニ
三
毒
の
恐
る
べ
き
を
知
り
正
信
の
確
立

せ
ね
バ
な
ら
ぬ
事
を
身
の
生
死
を
超
へ
て
体
得
す
べ
く
絶
対
之
好
機

と
も
被
存
候

以
上
纏
ら
ぬ
な
が
ら
愚
筆
を
陳
ね
候　
　

匆
々
敬
具

　
　

九
月
四
日

　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拝

　
　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　
　

侍
史

尚
乍
末
筆
御
家
内
様
外
皆
様
愈
々
御
健
勝
念
上
候

〔
備
考
〕
白
一
重
封
筒

〈
消
印
〉
花
巻
／
19
・
9
・
4
／
岩
手
県

〈
用
箋
〉
６
に
同
じ
。
五
枚
。
た
だ
し
、
五
枚
目
は
十
三
行
あ
た
り

で
切
ら
れ
て
お
り
、
裏
面
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
（
全
九
面
）。

〈
筆
記
具
〉
墨
・
筆

＊
表
宛
名
左
に
赤
鉛
筆
で
、「
原
稿
紙
」と
書
き
線
で
囲
ん
で
い
る（
小

倉
の
筆
、
何
か
の
メ
モ
）。

10　

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
六
日
・
封
書
〔
封
〕 

〔
表
〕
姫
路
市
鷹
匠
小
路
甲
三
四

　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

〔
裏
〕
岩
手
県
花
巻
町

　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎
〔
朱
印
、
電
話
二
〇
八
番
・
振
替
仙
台

九
一
五
六
番
〕

　
　
　

昭
和
拾
九
年
九
月
廿
六
日

十
七
日
御
発
御
懇
書
拝
承
仕
候　

当
地
ハ
秋
も
次
第
ニ
深
ク
相
成
候
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処
御
地
方
ハ
暑
サ
未
ダ
去
リ
申
サ
ヌ
事
ト
存
候

過
日
来
心
斗
リ
ノ
送
リ
上
候
モ
ノ
ニ
御
子
様
達
御
揃
ノ
御
礼
状
心
暢

ビ
ヤ
カ
ニ
は
意
見
仕
候　

何
方
モ
子
供
ノ
世
界
ハ
善
キ
ヿ
ニ
候　

何

時
マ
デ
モ
子
供
デ
ア
レ
バ
善
キ
ニ
ソ
ウ
ア
ラ
レ
ヌ
処
ニ
五
濁
世
ノ
険

シ
サ
ア
ル
ガ
悲
シ
ム
ベ
キ
事
ニ
候　

生
長
ト
共
ニ
修
羅
道
ノ
住
人
ト

ナ
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
青
年
達
モ
可
愛
ソ
ウ
デ
ア
リ
頼
リ
度
キ
モ
ノ
ニ
頼

ラ
レ
ヌ
女
子
モ
又
気
ノ
毒
ニ
候

此
頃
地
蔵
本
願
経
ヤ
延
命
地
蔵
経
ト
云
フ
ヲ
読
ム
因
縁
ヲ
与
ヘ
ラ
レ

候　

六
道
能
化
ノ
地
蔵
菩
薩
ト
ハ
其
侭
観
世
音
菩
薩
デ
ア
リ
又
虚
空

蔵
菩
薩
ト
モ
拝
セ
ラ
レ
候　

何
レ
モ
縁
ニ
ヨ
リ
テ
化
度
セ
ラ
ル
ゝ
モ

ノ
ト
存
候　

カ
ゝ
ル
惨
キ
世
相
モ
止
ム
ヲ
得
ヌ
因
縁
ニ
ヨ
リ
テ
来
リ

必
然
ノ
果
報
ト
シ
テ
苦
痛
モ
艱
難
モ
ア
ル
ヿ
ナ
ガ
ラ
此
間
ニ
大
ナ
ル

大
聖
攝
化
ノ
御
働
ラ
キ
モ
ア
ル
ヿ
ト
深
ク
信
ゼ
ラ
ル
ゝ
処
ニ
候　

凡

夫
妄
リ
ニ
情
ニ
ヨ
リ
テ
妄
断
ヲ
下
ス
ベ
キ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
種
々
ノ
御
苦

労
ア
ラ
セ
ラ
ル
ゝ
大
聖
ノ
攝
化
ニ
ハ
只
謙
遜
ニ
ソ
レ
ヲ
甘
受
ス
ベ
キ

モ
ノ
カ
ト
存
候　

物
量
ヲ
頼
ミ
テ
強
引
ニ
寄
セ
来
ル
敵
モ
鬱
陶
敷
事

ナ
ガ
ラ
是
レ
モ
箇
心
ノ
影
ニ
テ
報
ヒ
ハ
更
ニ
免
レ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

レ
バ
之
レ
又
甘
受
ノ
外
ナ
ク
鬱
陶
敷
事
ナ
ガ
ラ
止
ム
ヲ
得
ヌ
事
ニ
候

　

箇
々
ノ
果
報
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
痛
マ
シ
キ
散
華
ノ
若
者
モ
見
ラ
ル
ゝ
次

第
ナ
ガ
ラ
是
レ
又
因
果
理
法
ノ
外
ナ
ラ
ヌ
ト
覚
ヘ
バ
犠
牲
ニ
ハ
感
謝

シ
ナ
ガ
ラ
只
管
懺
悔
ノ
外
ナ
キ
モ
ノ
ト
存
候

御
身
辺
モ
定
メ
テ
鬱
陶
敷
事
ノ
見
聞
セ
ラ
ル
ゝ
ヿ
ナ
ラ
ン　

又
国
内

ニ
モ
我
儘
ナ
ル
モ
ノ
憍
慢
ナ
ル
モ
ノ
米
英
思
想
ノ
名
残
殊
更
高
山
ニ

初
メ
テ
日
光
照
リ
テ
次
第
ニ
低
キ
ニ
及
ブ
如
ク
今
ヲ
盛
リ
ノ
下
剋
上

風
景
ハ
農
村
生
産
物
ノ
価
格
ヤ
職
人
其
他
ノ
賃
金
等
総
テ
ハ
我
侭
ノ

限
リ
ト
見
受
ケ
ラ
レ
候　

ソ
ノ
様
ナ
清
算
モ
又
早
晩
来
ル
時
ト
存
候

　

総
テ
ハ
懺
悔
ニ
ヨ
リ
又
自
覚
ニ
ヨ
リ
転
重
軽
受
モ
考
ヘ
ラ
ル
ゝ
事

ニ
候　

只
頑
然
タ
ル
モ
ノ
コ
ソ
困
リ
モ
ノ
ト
存
候　

ソ
レ
ハ
憍
慢
ノ

モ
ノ
ニ
候
事
ト
存
候　

物
ヲ
頼
ム
モ
権
力
ノ
背
景
ヲ
頼
ム
モ
皆
ソ
ノ

範
囲
ニ
入
ル
事
ト
存
候

仰
ノ
如
ク
物
ノ
不
足
モ
左
ル
ヿ
ナ
ガ
ラ
一
部
ノ
我
侭
者
コ
ソ
世
を
濁

ス
厄
介
者
ニ
被
存
候　

コ
ノ
制
裁
モ
国
法
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
行
カ
ズ　

結

局
ハ
教
ノ
善
キ
モ
ノ
ニ
依
ル
外
ナ
ク
何
レ
モ
太
子
ノ
御
精
神
ニ
ヨ
リ

テ
清
メ
ラ
ル
ゝ
外
ナ
キ
事
ト
被
存
候

此
手
紙
ハ
中
休
ミ
シ
テ
書
イ
テ
差
上
候　

一
昨
日
来
天
候
モ
善
ク
相

成
リ
稲
刈
リ
ハ
盛
リ
ニ
入
リ
掛
ケ
居
リ
候　

平
年
位
ニ
ハ
参
ル
予
想

ノ
由
ナ
ガ
ラ
東
北
ノ
穀
倉
ナ
ド
ゝ
オ
ダ
テ
ゝ
供
出
ヲ
強
ヘマ

マ

ラ
ル
ゝ
模

様
ナ
レ
バ
配
給
ハ
却
テ
窮
屈
ニ
ナ
ル
カ
ト
モ
思
ハ
レ
候　

只
朝
令
暮

改
ト
親
切
モ
ナ
ク
信
用
モ
ナ
ク
背
景
ヲ
頼
ミ
テ
強
要
ス
ル
官
僚
輩
ハ

尤
も
困
リ
モ
ノ
ニ
被
存
候　

何
レ
モ
清
算
期
ニ
ハ
応
分
ニ
苦
痛
ハ
免

レ
ヌ
事
ト
存
候

先
ハ
御
返
事
旁
々
近
状
ザ
ツ
ト
申
上
候　

匆
々
不
尽

　
　

九
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
正
次
郎
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拝

　
　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　
　

侍
史

〔
備
考
〕
白
一
重
封
筒

〈
消
印
〉
花
巻
／
19
・
9
・
26
／
岩
手
県

〈
用
箋
〉
黄
緑
罫
12
行
（
四
方
子
持
ち
罫
）、
薄
茶
（
薄
桃
）
中
質
紙

便
箋
四
枚

〈
筆
記
具
〉
墨
・
筆

11　

昭
和
十
九
年
十
一
月
十
一
日
・
封
書
〔
封
〕

〔
表
〕
兵
庫
県
姫
路
市

　
　
　

鷹
匠
町
甲
ノ
三
四

　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

〔
裏
〕
岩
手
県
花
巻
町

　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　
　

昭
和
拾
九
年
十
一
月
十
一
日

日
増
寒
冷
ニ
相
成
申
候
処
皆
々
様
益
々
御
壮
健
ニ
御
過
シ
モ
為
在
候

御
事
ト
奉
慶
賀
候

非
常
時
様
相
ハ
日
々
辛
酷
ヲ
加
ヘ
候
ヘ
共
御
庇
様
ニ
テ
私
共
モ
各
別

ノ
事
モ
ナ
ク
過
サ
セ
テ
頂
キ
居
候

国
難
危
急
ノ
際
ト
ナ
レ
バ
若
キ
人
々
ニ
ヨ
リ
テ
神
風
ヲ
吹
キ
起
シ
呉

レ
候
事
自
国
ノ
有
難
サ
ト
共
ニ
謝
シ
テ
モ
謝
シ
切
レ
ヌ
感
激
ニ
候　

銃
後
モ
是
レ
ニ
ヨ
リ
テ
真
面
目
ニ
ナ
リ
テ
心
ヲ
改
メ
身
勝
手
ノ
振
舞

ヒ
ナ
キ
様
ニ
慎
ミ
度
キ
モ
ノ
ト
存
候　

事
実
ハ
マ
ダ
〳
〵
至
ラ
ヌ
モ

ノ
ア
リ
下
剋
上
ノ
風
甚
ダ
シ
キ
ハ
嘆
息
ノ
次
第
ニ
候　

抜
ケ
切
レ
ヌ

人
間
我
執
ノ
病
ニ
候　

為
政
者
モ
各
箇
人
モ
唯
物
思
想
ニ
ヨ
リ
テ
毒

セ
ラ
レ
タ
ル
垢
ヲ
去
リ
道
義
性
ニ
ヨ
ル
政
治
経
綸
ノ
建
立
ニ
努
力
セ

ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ヿ
ト
存
候　

仲
々
深
キ
心
垢
ハ
取
レ
ズ
下
級
ノ
唯
物
思

想
ハ
今
盛
リ
ニ
見
受
ケ
ラ
レ
候　

職
人
達
ナ
ド
ノ
道
義
性
ヲ
失
ヒ
タ

ル
又
ハ
純
朴
ナ
ル
〔
？
〕
ノ
農
村
人
ガ
耻
知
ラ
ズ
ノ
我
利
思
想
ニ
ナ

リ
シ
等
初
メ
ニ
上
級
ニ
ア
リ
シ
モ
ノ
ガ
今
下
層
ニ
達
セ
シ
モ
ノ
ヽ
如

ク
瀰
漫
ス
ル
ヿ
此
ノ
如
キ
ニ
至
リ
抜
キ
難
キ
モ
ノ
ト
ナ
リ
シ
ハ
遺
憾

ノ
事
ニ
候　

何
時
モ
乱
レ
タ
ル
跡
ハ
カ
ヽ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
モ
嘆
ズ
ベ

キ
風
潮
ト
存
候　

為
政
者
教
育
者
指
導
者
何
ト
シ
テ
モ
骨
ノ
折
レ
ル

時
節
ニ
候　

御
書
面
ニ
依
レ
バ
近
頃
ハ
勤
労
奉
仕
ニ
御
苦
労
ト
ノ
御

事
何
レ
ノ
学
校
ニ
モ
同
様
ナ
ガ
ラ
生
徒
達
ニ
対
シ
テ
モ
気
ノ
毒
ノ
次

第
ニ
候　

私
共
ノ
処
ニ
テ
モ
セ
メ
テ
生
徒
ノ
衛
生
斗
リ
モ
善
ク
ア
ラ

セ
度
キ
モ
ノ
ト
念
居
候

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ノ
四
選
ハ
彼
等
モ
随
分
傾
キ
タ
ル
モ
ノ
ニ
候　

傾
ケ

バ
必
ズ
覆
ヘ
ル
運
命
ヲ
免
レ
ズ
彼
等
ノ
憍
慢
尚
悟
ル
処
ナ
キ
ハ
正
シ

ク
天
譴
ノ
フ
カ
キ
ヲ
思
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
存
ジ
候　

対
手
タ
ル

我
国
ノ
苦
労
モ
死
活
ノ
危
機
ニ
臨
ム
モ
ノ
モ
ア
ル
ヿ
ナ
ル
ベ
キ
モ
コ

222931_実践国文学87号_3校.indb   58 2015/02/05   16:58:10



― 59 ―

レ
又
天
ノ
配
剤
毒
ノ
深
キ
愚
ノ
深
キ
ニ
比
例
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
レ
バ
又

止
ム
ヲ
得
ヌ
自
然
ノ
数
ニ
候
カ　

気
ノ
毒
ノ
事
ナ
ガ
ラ
今
後
育
チ
行

ク
若
キ
人
達
ハ
患マ

マ

難
ノ
中
ニ
生
ヒ
立
チ
行
カ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
運
命
ト
存

候　

カ
ク
テ
又
国
家
ノ
若
返
リ
ト
モ
ナ
ル
ベ
キ
カ　

只
時
々
ノ
最
善

ヲ
尽
ス
ノ
外
ナ
シ
ト
存
候

近
頃
三
浦
参
玄
洞
氏
ニ
御
逢
ヒ
モ
為
在
候
由　

御
健
勝
念
居
候

何
方
モ
物
不
足
ハ
致
方
ナ
ク
候
ヘ
共
心
ハ
豊
カ
ニ
ア
リ
度
キ
モ
ノ
ト

存
候　

人
ノ
一
面
ハ
何
ト
シ
テ
モ
物
ヨ
リ
関
心
離
レ
レ
ヌ
習
ヒ
ト
テ

過
ギ
タ
ル
ハ
及
バ
ヌ
如
ク
近
頃
ハ
却
テ
食
生
活
等
ニ
ノ
ミ
心
囚
ハ
レ

凝
リ
テ
ハ
思
案
ニ
及
バ
ヌ
嫌
ヒ
モ
ア
ル
カ
ト
存
候　

超
然
タ
ル
立
場

ノ
保
持
モ
養
生
ノ
一
助
ナ
ラ
ン
ト
存
候

何
卒
御
心
身
御
健
カ
ニ
寒
サ
ニ
負
ケ
ヌ
様
御
過
シ
被
為
在
候
様
奉
祈

上
候　
　
　

匆
々
敬
具

　
　
　

十
一
月
十
一
日
午
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　
　

小
倉
豊
文
様

只
今

仙
台
ヨ
リ
電
話
ヲ
貰
ヒ
九
洲マ

マ

地
方
又
空
襲
ア
リ
シ
由
御
地
方
ハ
工
場

地
帯
ニ
ハ
遠
キ
事
ト
存
候
ヘ
共
阪
神
ニ
ハ
近
ク
油
断
ハ
出
来
ヌ
事
ト

存
候　

如
何
ナ
ル
ヿ
モ
運
命
ト
ハ
存
候
ヘ
共
出
来
ル
丈
ハ
為
シ
テ
ノ

上
ノ
ヿ　

運
命
ト
存
候
間
何
卒
出
来
ル
丈
ノ
御
予
防
ハ
為
サ
レ
度
キ

御
事
ニ
候　

物
ノ
不
足
モ
毎
日
聞
カ
サ
レ
居
候
ヘ
共
其
人
々
ハ
割
合

ニ
研
究
活
用
ノ
気
分
乏
シ
キ
様
ニ
候　

与
ヘ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
活
用

ス
レ
バ
随
分
ト
役
立
ツ
モ
ノ
ト
存
候　

近
頃
配
給
ノ
甘
薯
ナ
ド
モ
手

入
レ
ノ
仕
方
ニ
テ
栄
養
価
上
ル
様
ニ
候

ソ
レ
ハ
御
承
知
ノ
御
事
ナ
ラ
ン
ガ
洗
フ
テ
ザ
ツ
ト
蒸
シ
薄
切
リ
ニ
シ

テ
（
出
来
ル
処
ニ
テ
ハ
）
天
日
ニ
乾
カ
シ
食
ス
ル
時
炙
リ
テ
食
ス
レ

バ
歯
掛
リ
ト
ネ
バ
リ
モ
出
来
殊
ニ
噛
ム
ヿ
ニ
ヨ
リ
テ
唾
液
ト
交
レ
バ

葡
萄
糖
変
化
モ
考
ヘ
ラ
レ
乾
燥
ヤ
炙
ル
ヿ
ニ
ヨ
リ
テ
陰
性
ハ
陽
性
ニ

ナ
ル
ト
モ
見
ラ
レ
何
レ
蒸
シ
タ
ル
マ
ヽ
ニ
食
ス
ル
ト
ハ
別
ノ
食
物
ト

ナ
ル
様
ニ
候　

何
レ
動
植
物
ト
云
フ
モ
大
自
然
中
地
水
火
風
ノ
配
合

ニ
外
ナ
ラ
ズ
候
ヘ
バ
人
間
サ
ヘ
素
直
ナ
レ
バ
今
后
ニ
残
サ
レ
タ
ル
問

題
ト
シ
テ
人
間
ガ
大
自
然
ニ
恵
マ
ル
ゝ
処
多
々
ア
ル
ベ
シ
ト
存
候　

不
自
然
カ
反
自
然
ニ
テ
ア
ラ
ヌ
限
リ
人
間
ハ
マ
ダ
〳
〵
恵
マ
レ
テ
余

リ
ア
ル
様
ニ
存
候　

若
シ
今
后
ニ
ノ
ア
ノ
洪
水
ヤ
大
饑
饉
ヤ
激
シ
キ

疫
病
等
ガ
ア
レ
バ
ソ
レ
ハ
人
間
ニ
与
ヘ
ラ
レ
タ
ル
殃
罰
ニ
外
ナ
ラ
ズ

ト
存
候

〔
備
考
〕

〈
消
印
〉
花
〔
？
〕
／
19
・
11
・
11
／
〔　

？　

〕

〈
用
箋
〉

〈
筆
記
具
〉
封
筒
宛
名
・
差
出
人
署
名
、
墨
・
筆

　
　
　
　
　

本
文
・
ペ
ン
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12　

昭
和
十
九
年
十
二
月
十
五
日
・
封
書
〔
厳
緘
〕

〔
表
〕
兵
庫
県
姫
路
市

　
　
　

鷹
匠
町
甲
ノ
三
四

　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

〔
裏
〕
岩
手
県
花
巻
町

　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎
〔
青
ゴ
ム
印
、
電
話
二
〇
八
番
・
振
替

仙
台
九
一
五
六
番
〕

匆
忙
之
中
ニ
暮
も
近
く
相
成
申
候

御
障
り
も
な
く
御
過
し
被
遊
候
哉

卒
爾
之
事
な
か
ら
故
賢
治
の
遺
せ
し
物
の
う
ち
少
分
な
が
ら
贈
上
候

間
浄
業
の
一
端
に
も
御
使
用
被
下
候
ヘ
バ
幸
甚
至
極
と
奉
存
候

若
き
学
徒
達
や
純
真
な
る
人
々
の
為
め
に
救
は
れ
行
く
国
状
ハ
難
有

極
み
に
存
候　

夫
れ
に
付
け
て
も
応
分
の
感
謝
ハ
捧
げ
度
き
も
の
と

存
候

窮
屈
の
中
に
も
春
待
た
る
ゝ
心
ハ
何
と
な
く
賑
や
か
に
被
存
候　

何

と
か
し
て
明
朗
の
年
を
迎
へ
度
き
も
の
と
存
候

愈
々
御
自
重
御
健
勝
念
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匆
々
敬
具

　
　

十
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　
　

尊
下

尚
故
人
の
（
攝
折
云
々
の
遺
文
）
出
版
等
に
関
す
る
も
の
に
就
て
ハ

一
切
御
配
慮
下
さ
ら
ぬ
様
添
て
申
上
候

「
塔
の
詩
」
コ
ロ
タ
イ
プ
少
々
製
作
中
で
す
か
ら
出
来
ま
し
た
ら
お

目
に
か
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
六

〔
備
考
〕
白
一
重
封
筒
、
書
留

〈
消
印
〉〔
？
〕
19
・
12
・
15
〔
？
〕、
書
留
（
青
印
、
朱
印
）、
花
巻

〇
参
〇
八
（
青
ス
タ
ン
プ
）

〈
用
箋
〉
６
と
同
じ
。
一
枚
（
表
裏
二
面
）

〈
筆
記
具
〉
封
筒
裏
日
付
、
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
、
ペ
ン
。
そ

れ
以
外
は
墨
・
筆

　

＊
二
伸
は
清
六
筆
（
墨
・
筆
）。
同
封
ハ
ト
ロ
ン
封
筒
（
筋
入
り
）、

表
書
き
と
し
て
上
部
に
、
筆
で
「
上
」
と
記
入
が
あ
る
。
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13　

昭
和
二
十
年
一
月
十
五
日
・
封
書
〔
封
〕

〔
表
〕
兵
庫
県
姫
路
市

　
　
　

鷹
匠
町
甲
ノ
三
四

　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

〔
裏
〕
岩
手
県
花
巻
町

　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　
　

昭
和
弐
拾
年
一
月
十
五
日
〔
な
お
、
こ
の
前
に
日
付
の
ゴ
ム

印
「
昭
和
廿
年
〔
壱
〕
月
廿
〔
マ
マ
〕
五
日
」
と
見
え
る
も
の
あ
り
〕

久
し
く
御
無
沙
汰
申
上
候　

過
般
ハ
御
心
尽
し
の
御
書
簡
難
有
拝
承

致
候

世
相
日
々
凄
敷
形
相
を
呈
し
候
折
柄
格
別
之
御
障
り
も
な
く
御
健
康

に
御
過
し
の
由
喜
上
候

昨
夜
ハ
伊
勢
外
宮
に
落
弾
あ
り
し
由
ニ
ユ
ー
ス
に
て
承
り
候　

国
民

の
誇
り
を
傷
つ
け
ら
る
ゝ
事
甚
大
な
が
ら
是
又
予
〔
？
〕
貴
台
の
被

仰
候
如
く
誠
の
国
民
性
と
誠
の
人
道
を
も
失
ひ
た
る
も
の
に
対
す
る

誠
の
神
の
警
醒
と
思
ふ
外
な
き
次
第
と
存
候

思
ヘ
バ
嘉
永
以
来
彼
等
と
交
際
し
て
よ
り
文
明
の
仮
面
を
被
れ
る
物

質
の
便
利
に
酔
ひ
長
夜
の
夢
未
だ
醒
め
や
ら
ず
昏
々
狂
態
を
演
じ
居

る
有
様
と
存
候　

物
量
に
ハ
あ
る
程
度
物
量
に
て
対
抗
せ
ね
バ
な
ら

ぬ
事
な
が
ら
本
来
の
魂
ま
で
喪
失
せ
ん
と
す
る
ハ
遺
憾
限
り
な
き
事

ニ
候

彼
等
と
交
際
せ
し
跡
を
顧
み
る
に

　

原
始
の
素
朴
清
明
を
代
表
す
る
神
道
精
神
を
失
ひ

　

支
那
よ
り
輸
入
以
来
漸
く
我
国
に
移
植
し
て
此
国
の
も
の
と
せ
し

仁
義
礼
智
信
孝
悌
等
の
人
道
を
一
擲
し

　

印
度
渡
来
こ
の
か
た
此
国
に
よ
り
て
大
成
せ
ら
れ
し
仏
教
精
神
又

失
は
れ
ん
と
す
る
時

か
ゝ
る
国
難
の
起
り
来
り
し
事
偶
然
に
ハ
あ
ら
ず
と
存
候　

今
漸
く

清
算
期
と
な
り
て
か
ゝ
る
深
刻
な
る
世
相
を
質
し
来
る
事
天
譴
の
神

意
か
容
易
に
知
る
べ
き
に
ハ
あ
ら
ぬ
事
な
が
ら　

覚
醒
と
懺
悔
と
正

道
行
の
外
蘇
活
の
道
ハ
な
き
も
の
と
存
候　

是
よ
り
何
も
の
も
清
算

期
の
形
相
を
示
す
事
と
存
候　

只
懺
悔
に
よ
り
迷
路
を
離
れ
正
道
に

帰
し
て
僅
か
に
免
か
れ
得
る
も
の
か
と
存
候

ユ
ダ
ヤ
に
よ
り
て
か
ゝ
る
世
相
を
呈
す
る
事
毒
を
以
て
毒
を
制
す
る

と
云
ふ
配
剤
か　

顧
み
れ
バ
七
十
年
の
夢
ハ
実
に
昏
々
た
る
も
の
に

被
存
候　

無
礼
不
作
法
か
磊
落
の
様
に
見
へ
た
り
非
人
道
の
悪
魔
精

神
が
法
律
と
云
ふ
も
の
に
保
護
せ
ら
れ
た
り
心
を
乱
す
も
の
が
芸
術

と
云
は
れ
た
り
生
命
を
蝕
む
も
の
が
衛
生
と
云
ふ
も
の
で
あ
り
た
り

仁
術
と
云
は
れ
る
医
術
が
尤
も
残
忍
な
金
儲
け
の
道
具
に
な
り
義
を

代
表
す
べ
き
弁
護
士
や
代
言
人
と
云
ふ
も
の
が
尤
も
悪
質
の
飯
食
ひ

種
と
な
り
た
り
数
へ
上
げ
れ
バ
上
か
ら
下
ま
で
笑
止
千
万
の
事
斗
り

誠
の
、
千
中
無
一
ハ
愚
か
万
中
一
二
と
も
云
ふ
様
に
な
れ
バ
ノ
ア
の

洪
水
も
地
球
の
爆
発
も
仮
令
あ
り
て
も
怪
し
む
べ
き
事
で
ハ
な
い
様
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に
思
は
れ
候　

御
話
申
度
ハ
山
々
な
が
ら
覚
め
た
人
に
は
絮
言
ハ
無

用
只
せ
め
て
覚
め
か
ゝ
り
た
る
人
を
揺
り
起
す
程
の
心
掛
ハ
あ
り
度

き
も
の
と
存
候

国
内
も
戦
場
と
云
ハ
る
ゝ
今
日
何
方
も
落
付
の
な
き
御
事
な
が
ら

愈
々
御
健
勝
ニ
御
過
し
の
程
偏
ニ
念
上
げ
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

匆
々
敬
具

　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　

侍
史

過
日
来
御
返
信
申
度
存
じ
な
が
ら
筆
硯
氷
り
手
も
思
ふ
様
動
か
ず
今

日
漸
く
陽
光
を
仮
り
て
禿
筆
を
以
て
申
上
候

外
ハ
そ
れ
で
も
吹
雪
激
し
く
寒
気
ハ
朝
ハ
零
下
二
十
度
位
ま
で
あ
る

様
に
候

愈
々
御
大
切
に
祈
上
候

〔
備
考
〕

〈
消
印
〉〔
不
明
〕

〈
用
箋
〉
黄
緑
罫
（
四
方
子
持
ち
罫
）
十
二
行
便
箋
六
枚

〈
筆
記
具
〉
墨
・
筆

14　

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
八
日
・
封
書
〔
〆
〕

〔
表
〕
兵
庫
県
姫
路
市

　
　
　

鷹
匠
町
甲
三
四

　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

                   

書
留

〔
裏
〕
二
月
廿
八
日

　
　
　

岩
手
県
花
巻
町
豊
沢
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
六

★寒
さ
尚
去
り
や
ら
ず　

非
常
時
益
々
深
酷
に
候

御
互
自
重
ノ
外
ナ
キ
ヿ
ニ
候　

民
族
ノ
決
戦
同
時
ニ
物
心
ノ
決
戦
思

想
ノ
決
戦
ト
存
候　

弱
音
ヲ
先
キ
ニ
吐
ク
モ
ノ
ゝ
負
ケ
ル
戦
ニ
候　

物
ノ
少
ナ
キ
モ
左
ル
ヿ
ナ
ガ
ラ
私
共
ノ
地
方
ハ
天
明
寅
年
ト
天
保
申

年
饑
饉
ノ
経
験
ア
リ　

此
ノ
紀マ

マ

録
ヲ
生
カ
シ
テ
此
思
想
困
惑
ノ
非
常

時
ニ
役
ニ
立
テ
タ
キ
モ
ノ
ト
存
候　

東
北
モ
穀
倉
ナ
ド
ゝ
煽
動
サ
レ

テ
ハ
却
テ
迷
惑
ノ
事
ナ
ラ
ン
ト
存
候　

疎
開
者
ノ
多
ク
ナ
ル
ニ
連
レ

窮
屈
ハ
一
層
加
ハ
ル
ナ
ラ
ン
ト
存
候　

少
ナ
キ
ニ
堪
ヘ
テ
最
後
マ
デ

生
キ
抜
ク
モ
ノ
ゝ
ミ
ガ
今
後
ノ
日
本
人
ナ
ル
ベ
シ
ト
存
候　

重
テ
御

自
愛
ト
御
自
重
ヲ
切
望
仕
候

御
書
面
ニ
依
レ
バ
御
病
人
モ
ア
リ
幼
嬢
様
モ
御
死
去
ノ
由
因
縁
致
シ
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方
ナ
キ
ヿ
ナ
ガ
ラ
御
痛
ハ
シ
キ
事
ニ
候

左
リ
ナ
ガ
ラ
又
三
世
ノ
重
障
ヲ
和
ラ
ゲ
向
上
（
現
状
ノ
如
キ
世
想マ

マ

ヲ

超
ヘ
テ
）
ノ
一
路
ニ
向
フ
止
ム
ヲ
得
ヌ
道
程
カ
ト
モ
存
候

尚
別
便
ニ
テ
余
分
ノ
ナ
キ
今
日
此
頃
ニ
付
少
許
ノ
物
資
清
六
ヨ
リ
御

届
ケ
申
上
ル
由
又
同
封
ニ
テ
心
許
リ
ノ
御
見
舞
ノ
印
贈
上
候

乍
末
筆
御
家
内
様
愈
々
御
清
健
祈
上
候

先
ハ
右
申
上
度
迠　
　
　

匆
々

　
　

二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
澤
政
次
郎

　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　

尊
下

☆お
て
が
み
拝
見
い
た
し
、
何
と
も
お
痛
み
申
上
る
言
葉
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
う
か
お
悲
嘆
の
あ
ま
り
疲
れ
ま
せ
ぬ
や
う
御
家
内
様
方
特
に

御
注
意
下
さ
い
。

此
の
世
を
天
に
す
る
仕
事
は
、
益
々
遙
か
の
向
ふ
の
や
う
で
は
あ
り

ま
す
が
、
私
共
は
少
し
も
急
が
ず
、
あ
わ
て
ず
、
毎
日
毎
日
、
一
歩

一
歩
と
進
み
ま
せ
う
。
そ
の
中
何
か
元
気
の
い
ゝ
も
の
お
目
に
か
け

度
く
存
じ
居
り
ま
す
。

客
車
便
で
些
少
の
も
の
仏
前
に
お
供
へ
い
た
し
ま
す
。

　
　

二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
清
六

　

小
倉
豊
文
様

〔
備
考
〕
和
紙
封
筒

〈
消
印
〉
花
巻
／
20
・〔
2
〕・
28
／
〔　
　

〕

〈
用
箋
〉
政
次
郎
部
分
（
★
以
下
）
は
赤
茶
罫
十
二
行
便
箋
二
枚
。

清
六
部
分
（
☆
以
下
）
は
無
地
中
質
紙
一
枚
。

〈
筆
記
具
〉
本
文
、政
次
郎
部
分
（
★
以
下
）
は
鉛
筆
。
清
六
部
分
（
☆

以
下
）
は
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
、
ペ
ン
。

　

＊
宛
名
お
よ
び
差
出
人
住
所
氏
名
は
、ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
、

ペ
ン
、
清
六
筆
。
な
お
、
表
書
き
「
書
留
」
は
赤
鉛
筆
書
き
、
同
じ

く
四
角
で
囲
ん
で
あ
る
。
表
に
書
留
受
け
付
け
番
号
ス
タ
ン
プ
印
あ

り
。裏
日
付
の
上
に
鉛
筆
で「
20
年
」と
書
き
入
れ
あ
り（
小
倉
筆
か
）。

15　

昭
和
二
十
年
三
月
九
日
・
封
書
〔
厳
緘
〕

〔
表
〕
兵
庫
県
姫
路
市

　
　
　

鷹
匠
町
甲
ノ
三
四

　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

〔
裏
〕
岩
手
県
花
巻
町

　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎
〔
青
ゴ
ム
印
、
電
話
二
〇
八
番
・
振
替

仙
台
九
一
五
六
番
〕
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昭
和
弐
拾
年
三
月
九
日

昨
八
日
着
の
御
懇
書
拝
誦
致
候　

御
令
嬢
の
死
と
云
ひ
又
奥
様
の
御

病
気
と
云
ひ
殊
に
往
来
も
不
自
由
な
る
時
節
柄
艱
難
も
左
こ
そ
と
察

上
候

左
り
な
が
ら
此
時
節
と
な
り
て
ハ
い
づ
こ
も
同
じ
共
業
所
感
の
悩
み

な
き
ハ
先
つ
現
代
人
に
ハ
な
き
事
と
存
せ
ら
れ
其
中
ニ
別
業
の
所
感

ハ
又
箇
々
に
働
い
て
何
れ
ハ
免
れ
難
き
事
な
が
ら
同
じ
く
ハ
明
ら
か

に
因
果
を
信
ず
る
人
に
ハ
悩
み
も
軽
く
受
け
ら
れ
候
事
と
存
候　

仮

令
経
百
劫
所
作
業
不
滅
と
聞
か
さ
れ
候
ヘ
バ
何
れ
ハ
今
生
に
て
懺
悔

の
思
い
ひ
切
な
る
程
業
報
軽
受
の
御
恵
み
も
あ
る
事
な
ら
ん
と
存
候

い
よ
〳
〵
御
国
の
事
情
も
緊
迫
の
一
途
な
が
ら
御
当
面
之
如
く
ま
だ

〳
〵
徹
せ
ぬ
人
々
多
き
事
な
れ
バ
一
様
に
痛
切
に
時
艱
を
感
じ
本
来

の
気
分
を
取
り
戻
し
候
ハ
ゞ
そ
こ
よ
り
窮
通
の
道
開
け
蘇
生
の
道
も

生
じ
来
る
も
の
と
存
せ
ら
れ
候　

総
て
ハ
因
果
の
所
報
と
確
信
候
ヘ

バ
今
後
の
道
も
自
ら
定
ま
り
痛
切
な
る
懺
悔
と
共
に
今
后
の
悪
業
を

造
ら
ぬ
用
意
と
相
成
る
事
と
存
候

此
頃
の
米
英
鬼
畜
等
之
言
を
聞
く
ハ
尤
も
厭
は
し
き
事
ニ
候　

行
動

の
上
よ
り
斗
り
云
ヘ
バ
左
も
あ
る
事
な
が
ら
十
界
互
具
の
立
前
よ
り

ハ
他
の
事
ば
か
り
彼
是
れ
云
は
れ
た
次
第
で
ハ
な
く
古
く
別
れ
し
兄

弟
が
境
遇
に
支
配
せ
ら
れ
て
残
忍
性
と
も
な
り
し
事
憎
む
よ
り
ハ
哀

れ
と
感
ず
る
が
心
あ
る
も
の
ゝ
感
ず
る
処
と
も
存
候　

何
れ
ハ
人
類

に
子
供
の
な
き
ハ
あ
ら
じ　

そ
の
白
糸
の
様
な
子
供
に
ま
で
惨
忍
性

を
発
揮
す
る
と
す
れ
バ
寧
ろ
悪
質
な
る
病
者
と
云
ふ
外
な
く
憎
む
事

が
大
人
気
な
き
事
の
様
に
も
候　

子
供
と
云
ヘ
バ
何
れ
も
可
愛
く
思

は
れ
生
先
善
く
健
か
に
善
く
強
く
あ
ら
せ
度
く
思
ふ
事
ハ
一
般
に
常

識
あ
る
親
の
心
掛
な
が
ら（
愚
か
な
る
例
外
山
の
如
き
ハ
嘆
か
は
し
）

殊
に
善
く
す
る
積
り
に
て
悪
く
す
る
も
の
ゝ
例
ハ
更
に
多
々
な
る
事

又
嘆
は
し
き
事
な
り　

そ
れ
に
就
き
已
に
御
心
付
の
事
な
が
ら
今
の

様
に
物
乏
し
き
時
代
に
誤
れ
る
過
去
の
（
殊
に
独
逸
又
ハ
ユ
ダ
ヤ
に

カ
ブ
レ
テ
）
栄
養
感
に
囚
は
れ
夫
れ
の
思
ふ
様
な
ら
ぬ
為
め
気
の
餓

ゆ
る
事
ハ
尤
も
愚
か
し
く
損
害
多
き
事
と
存
候　

夫
れ
矯
正
せ
ら
れ

た
る
一
二
の
例
を
参
考
ニ
申
上
候

　

私
の
身
辺
に
此
頃
に
生
れ
し
子
供
あ
り　

過
去
の
物
多
き
時
節

よ
り
総
て
勝
れ
た
る
出
来
生
ヘ
に
て
誠
に
喜
敷
存
候　

原
因
ハ
他

な
し
魚
肉
卵
等
の
乏
し
き
時
と
て
殊
に
主
食
が
一
分
搗
き
の
玄
米

に
近
き
も
の
と
な
り
し
事
最
大
原
因
と
被
存
候

　

是
に
暗
示
と
明
示
を
得
て
今
私
ハ
粉
糠
研
究
を
進
め
度
存
居
候

　

近
在
の
人
々
が
馬
糧
に
て
米
を
精
白
す
る
為
め
出
る
粉
糠
を
譲

り
受
け
粉
お
ろ
し
に
て
篩
ひ
そ
れ
に
繋
ぎ
の
為
め
少
量
の
（
二
割

位
か
）
小
麦
粉
を
入
れ
水
に
練
り
て
延
ば
し
少
量
の
野
菜
刻
み
と

を
入
れ
て
延
ば
し
油
を
引
い
て
焼
け
バ
善
き
お
八
ツ
の
様
に
な
り

（
醤
油
少
し
に
て
味
を
つ
け
）
大
人
の
食
料
と
し
て
も
結
構
に
出

来
上
り
候　

御
参
考
迠
に
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下
地
ハ
ま
だ
雪
深
く
彼
岸
も
近
き
事
な
が
ら
春
ハ
ま
だ
〳
〵
遠
く
感

ぜ
れ
候

空
襲
下
随
分
鬱
陶
敷
御
事
な
が
ら
何
れ
も
同
じ
共
業
所
感
の
下
信
念

強
く
此
時
局
を
通
過
致
し
度
く
存
候

此
地
方
も
決
し
て
桃
源
境
に
ハ
あ
ら
ず
北
ハ
八
戸
南
ハ
石
の
巻
何

れ
も
上
陸
可
能
の
心
構
に
て
〔
？
〕
兵
疎
開
お
さ
〳
〵
怠
り
な
く

候
先
ハ
不
取
敢
近
状
旁
々
御
見
舞
ま
で　

匆
々
敬
具

〔
備
考
〕
和
紙
封
筒

〈
消
印
〉〔
？
〕
20
・
3
・
9　
〔
岩
手
〕〔
？
〕

〈
用
箋
〉
赤
茶
三
方
子
持
ち
罫
十
四
行
事
務
用
箋
二
枚
（
表
裏
四
面
）

〈
筆
記
具
〉
墨
・
筆

16　

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
一
日
・
封
書
〔
〆
〕

〔
表
〕
兵
庫
県
姫
路
市

　
　
　

鷹
匠
町
甲
ノ
三
四

　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
直
披

〔
裏
〕
岩
手
県
花
巻
町

　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　
　

昭
和
貳
拾
年
参
月
廿
一
日

〔
以
下
政
次
郎
（
★
以
下
部
分
）、
清
六
（
☆
以
下
部
分
）
の
書
簡
だ

が
、
先
に
前
便
と
し
て
送
ら
れ
た
小
倉
の
書
簡
が
カ
ー
ボ
ン
コ
ピ
ー

（
四
百
次
詰
原
稿
用
紙
五
枚
。
冒
頭
宛
名
お
よ
び
日
付
の
み
墨
書
）

で
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
先
だ
っ
て
△
と
し
て
掲
出
し
て
お
く
〕

△宮
沢
老
台

　
　
　

侍
史        

廿
年
三
月
十
六
日

拝
啓
、
御
芳
書
三
拝
九
読
。
同
感
共
鳴
に
不
堪
。
如
実
に
「
明
日
あ

り
と
思
ふ
心
の
あ
だ
桜
」
な
る
今
日
な
れ
ば
、
又
々
筆
執
り
申
候
。

失
礼
な
る
申
分
な
れ
ど
、
愚
生
の
如
き
変
屈
学
者
の
考
へ
候
事
は
、

大
正
時
代
の
外
道
教
育
を
受
け
た
る
（
特
に
高
等
学
校
・
大
学
）
所

謂
知
識
階
級
の
四
十
・
五
十
の
都
会
居
住
の
人
間
に
は
全
く
受
入
れ

ら
れ
ず
、（
多
少
の
例
外
は
勿
論
あ
れ
ど
）、
所
謂
学
歴
な
き
（
高
等

教
育
を
意
味
す
）
地
方
の
篤
信
篤
学
の
六
十
・
七
十
の
老
台
の
方
々

に
却
つ
て
道
交
共
鳴
を
得
る
次
第
。
而
も
尊
台
の
如
き
維
摩
の
御
化

身
と
も
、
仰
ぎ
奉
ら
れ
、
近
く
ば
日
夜
道
交
を
あ
た
ゝ
め
た
き
思
ひ

切
な
る
も
の
有
之
、
度
々
筆
と
る
次
第
、
不
悪
御
了
承
願
上
候
。
且

又
通
信
が
便
り
な
く
な
り
し
昨
今
、
後
日
の
為
に
も
と
存
じ
、
今
後

は
如
斯
、
復
写
紙
に
と
り
て
申
上
る
こ
と
に
相
定
め
申
候
。
こ
の
点

も
不
悪
御
了
承
願
上
候
。御
眼
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
由
承
り
候
に
つ
き
、
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大
字
に
て
認
め
度
に
も
、
紙
不
足
の
世
、
細
字
の
乱
筆
御
ゆ
る
し
願

上
候
。
こ
れ
も
さ
ゝ
や
か
な
る
報
恩
の
一
徳
と
や
申
す
べ
き
。
年
令

は
若
く
と
も
、
地
方
に
住
み
、
高
等
教
育
を
受
け
ぬ

0

0

0

人
は
正
し
き
物

わ
か
り
よ
ろ
し
き
が
一
般
、
面
白
き
も
の
に
て
候
。
今
月
十
日
、
山

下
将
軍
の
陣
中
談
に
「
従
来
の
教
育
が
よ
か
つ
た
な
ら
ば
、
こ
の
戦

争
も
こ
ん
な
に
長
び
か
ぬ
…
…
」
と
あ
り
し
は
ま
こ
と
に
同
感
、
か

な
し
き
同
感
に
て
候
。
将
軍
は
家
庭
教
育
と
申
さ
れ
候
も
、
学
校
教

育
は
更
に
悪
か
り
し
と
愚
存
仕
居
候
。
御
状
の
如
く
子
供
に
対
す
る

真
実
の
愛
情
な
く
な
り
し
は
家
も
学
校
も
同
じ
一
般
と
存
候
。所
詮
、

極
楽
の
因
縁
純
熟
は
地
獄
の
底
を
つ
い
て
浮
上
つ
た
者
な
ら
ね
ば
不

可
解
な
れ
ば
、
小
生
は
内
地
戦
場
化
の
戦
局
切
迫
は
少
し
も
心
配
せ

ず
、む
し
ろ
早
き
を
歓
迎
す
る
位
、（
軍
備
の
都
合
は
別
と
し
て
）た
ゞ

　

至
尊
の
宸
襟
を
悩
し
奉
る
は
恐
多
き
事
な
が
ら
、
こ
れ
も
国
民
の

蒔
い
た
因
果
の
種
の
成
熟
期
、し
ば
ら
く
御
辛
棒
願
は
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
こ
で
戦
の
方
は
軍
人
さ
ん
に
委
せ
、
そ
の
後
に
来
る
も
の
へ
の
用

意
が
小
生
の
如
き
人
間
の
天
命
と
存
じ
、
従
来
、
数
回
の
懇
請
を
固

辞
し
居
た
る
も
、
今
度
は
思
ひ
切
つ
て
三
顧
の
礼
に
酬
ひ
、
賢
治
さ

ん
の
「
こ
れ
か
ら
の
本
当
の
勉
強
…
…
」
を
な
る
べ
く
広
く
因
縁
を

結
ぶ
方
便
と
も
な
る
事
と
存
じ
、
母
校
大
学
の
講
座
に
戻
る
決
意
仕

候
。
公
表
は
四
五
月
頃
と
な
る
べ
き
か
。
本
日
決
意
し
内
定
い
た
し

候
ま
ゝ
不
取
敢
御
報
申
上
候
。
実
は
賢
治
さ
ん
の
如
き
生
活
に
入
ら

ん
と
種
々
方
策
を
た
て
候
も
、
そ
の
天
分
と
そ
の
因
縁
と
な
き
小
生

に
は
、
鵜
の
真
似
す
る
烏
に
し
か
な
れ
ず
、
そ
れ
よ
り
は
学
問
・
教

育
の
頂
上
に
座
し
て
、
少
し
で
も
賢
治
さ
ん
の
真
精
神
を
広
く
伝
へ

る
が
本
当
の
分
別
と
結
着
い
た
し
候
次
第
。
法
華
経
の「
長
者
窮
子
」

の
た
と
へ
の
如
く
、
今
ま
で
の
小
生
は
ヒ
ネ
ク
レ
た
る
、
わ
が
ま
ゝ

の
迷
ひ
に
彷
徨
せ
る
も
の
と
し
み
じ
み
感
じ
申
候
。
お
笑
ひ
下
さ
れ

度
候
。「
大
学
教
授
」
の
名
に
と
ら
は
れ
し
所
業
な
ら
ぬ
事
は
、
貴

台
に
は
御
了
承
願
へ
る
こ
と
ゝ
存
じ
候
。「
博
士
と
り
」
の
勉
強
は

間
違
つ
て
も
い
た
さ
ず
候
間
こ
の
点
御
安
神
願
上
候
。
呵
々
。
豚
児

の
死
と
愚
妻
の
病
に
つ
き
て
御
懇
切
な
る
御
言
葉
、
難
有
奉
謝
候
。

御
蔭
様
に
て
多
少
は
因
果
の
理
を
知
ら
し
め
ら
れ
た
る
為
に
候
べ

し
、
逆
縁
却
つ
て
聖
胎
長
養
の
機
と
信
じ
居
候
。「
極
楽
に
先
に
行

つ
て
ろ
こ
り
や
娘
、
お
前
死
ん
だ
を
無
駄
に
や
せ
ぬ
ぞ
よ
」
と
粗
末

な
手
製
引
導
を
わ
た
し
候
。
呵
々
。
し
か
し
、
健
康
な
子
を
負
つ
て

実
家
の
母
の
葬
に
行
き
、
自
ら
病
み
て
子
の
看
病
出
来
ず
、
そ
れ
を

骨
に
し
て
自
ら
病
躯
を
却
つ
て
負
は
れ
て
帰
宅
せ
る
愚
妻
は
、
中
々

心
の
妄
執
去
り
難
き
ら
し
く
、
無
理
な
し
と
は
察
し
候
へ
ど
も
、
や

は
り
「
女
子
と
小
人
…
…
」
の
感
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
、
六
千
人
の
弟

子
が
出
来
た
八
ヶ
年
の
間
、
自
分
の
妻
の
教
育
は
で
き
な
か
つ
た
と

い
う
マ
ホ
メ
ツ
ト
の
こ
と
も
思
は
れ
候
次
第
に
て
候
。
し
か
し
、
教

授
先
生
の
余
暇
の
家
政
婦（
夫
？
）看
護
婦（
夫
？
）兼
業
一
ヶ
月
半
、

ど
う
や
ら
馴
れ
て
一
人
前
に
な
り
し
よ
と
得
意
に
な
つ
た
が
凡
夫
の

あ
や
ま
り
、三
児
に
シ
ラ
ミ
を
わ
か
せ
て
し
ま
つ
た
の
に
は
困
入
候
。
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呵
々
。
愚
妻
に
き
け
ば
下
着
は
み
な
三
日
に
あ
げ
ず
洗
濯
し
て
ゐ
た

と
の
事
。
さ
れ
ば
シ
ラ
ミ
の
発
生
も
因
果
必
然
、
シ
ラ
ミ
を
う
ら
む

道
理
も
な
く
、
自
分
の
女
房
は
さ
て
を
き
、
縁
の
下
の
力
持
た
る
日

本
の
女
人
の
ヱ
ラ
サ
を
反
省
せ
し
め
ら
れ
候
。さ
る
ア
メ
リ
カ
人「
西

洋
の
家
に
住
み
、
支
那
料
理
を
食
ひ
、
日
本
婦
人
を
妻
と
す
る
」
は

人
生
至
上
の
幸
と
申
せ
し
と
か
、
家
は
ど
う
か
と
思
へ
ど
、
他
の
二

つ
は
現
世
主
義
の
ア
メ
リ
カ
人
な
ら
ず
と
も
真
か
と
存
じ
候
、呵
々
。

「
鬼
畜
米
英
」
に
つ
い
て
の
御
感
想
、
共
感
至
極
、
小
生
も
兼
々
痛

感
い
た
し
居
候
次
第
に
て
候
。
パ
ネ
ー
号
事
件
に
て
日
本
中
の
小
学

校
の
児
童
を
さ
わ
が
せ
て
、
人
形
を
送
る
だ
、
子
供
使
節
を
や
る
だ

や
ら
ぬ
だ
と
ア
メ
リ
カ
の
き
げ
ん
と
り
を
さ
せ
た
の
は
何
年
前
に
候

ぞ
や
、
そ
れ
を
急
に
「
鬼
畜
」
と
よ
ば
せ
、
思
は
せ
、
行
は
せ
る
の

は
如
何
に
や
。「
英
米
に
ま
け
て
た
ま
る
か
…
…
」の
下
品
な
強
が
り
、

「
ま
け
る
も
の
か
」
と
芝
居
よ
ろ
し
く
の
身
振
り
大
げ
さ
に
す
る
は

弱
虫
に
か
ぎ
る
が
普
通
に
候
は
ず
や
、
あ
れ
や
こ
れ
や
、
言
ふ
も
い

や
に
候
へ
ど
も
、
次
々
に
日
本
人
の
神
性
を
下
劣
化
す
る
広
告
の
や

う
な
標
語
を
次
々
に
製
造
し
、
紙
の
不
足
な
現
状
な
る
に
、
半
紙
に

か
ゝ
せ
て
ベ
タ
〳
〵
門
口
に
張
ら
せ
る
が
、
当
地
方
の
小
学
校
の
先

生
の
仕
事
な
る
は
困
つ
た
も
の
に
て
候
。「
こ
の
ノ
ー
ト
は
闇ヤ

ミ

で
は

五
十

で
す
よ
、
だ
か
ら

9

9

9

大
事
に
使
ひ
な
さ
い
」
と
訓
辞
す
る
先
生

な
れ
ば
か
ゝ
る
仕
事
も
無
反
省
に
な
す
も
の
に
候
べ
し
。
何
し
て
も

当
局
の
中
枢
が
大
正
時
代
の
教
育
の
産
物
な
る
こ
と
が
禍
の
根
本
と

存
じ
候
。
こ
れ
で
は
「
八
紘
一
宇
」
の
精
神
が
西
洋
人
は
勿
論
東
洋

人
に
も
わ
か
ら
ぬ
が
必
然
。
摂
受
に
裏
づ
け
ら
れ
し
折
伏
の
剣
が
こ

の
大
東
亜
の
聖
戦
な
る
こ
と
、
可
哀
そ
う
な
る
故
に
こ
そ
振
ふ
破
邪

開
悟
の
剣
な
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
日
本
人
い
か
ほ
ど
有
之
候
ぞ
。
戦

と
共
に
日
本
人
の
本
当
の
教
育
を
や
つ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
日
本
の

現
実
は
中
々
の
大
事
業
に
て
候
。書
き
ゆ
け
ば
限
り
も
な
く
候
ま
ゝ
、

こ
の
辺
に
て
擱
筆
仕
る
べ
く
候
。
先
般
御
ゆ
る
し
を
得
た
る
賢
治
様

の
摂
折
御
文
の
件
、以
上
の
如
き
現
代
な
れ
ば
益
々
必
要
に
候
ま
ゝ
、

先
考
三
周
忌
・
と
し
子
成
仏
の
記
念
に
是
非
出
版
さ
せ
て
も
ら
ふ
べ

く
、
百
方
努
力
せ
る
も
、
印
刷
は
絶
対
不
可
能
に
相
成
り
候
。
せ
め

て
謄
写
版
に
て
と
只
今
工
夫
中
、
本
文
を
及
ば
ず
な
が
ら
、
校
合
仕

る
べ
く
大
蔵
経
や
御
遺
文
と
比
較
校
正
い
た
し
居
候
。
お
蔭
に
て
不

勉
強
な
る
自
分
に
益
す
る
と
こ
ろ
少
な
か
ら
ず
候
。

御
心
配
か
け
候
愚
妻
の
病
気
も
、
今
は
ね
た
り
起
き
た
り
と
な
り
、

元
来
気
の
問
題
に
候
ま
ゝ
、
一
陽
来
復
の
陽
春
と
共
に
よ
ろ
し
き
が

如
く
候
、
御
安
心
願
上
候
。
来
る
廿
一
日
の
彼
岸
の
中
日
に
は
そ
の

床
上
と
、
と
し
子
の
満
中
陰
、
当
地
で
最
後
の
賢
治
さ
ん
の
会
と
一

石
三
鳥
に
、
御
恵
贈
の
物
資
に
て
お
萩
を
つ
く
つ
て
供
養
す
る
筈
、

子
供
ら
は
指
折
り
か
ぞ
へ
て
よ
ろ
こ
び
居
候
。重
ね
て
御
礼
申
上
候
。

清
六
様
に
何
卒
よ
ろ
し
く
願
上
候
。
乍
末
筆
、
御
老
体
御
大
事
に
祈

上
候　

敬
具
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★三
月
十
七
日
出
の
御
文
難
有
快
心
の
思
に
て
拝
誦
仕
候

奥
様
の
御
病
気
の
ミ
ハ
心
掛
り
の
御
事
な
が
ら
切
に
御
快
復
の
程
祈

上
候　

此
度
は
又
上
級
の
学
校
に
御
勤
め
の
由
喜
上
候　

御
骨
折
も

あ
る
事
な
が
ら
御
奉
公
甲
斐
も
あ
る
御
事
と
存
候　

切
に
御
自
重
祈

上
候

今
日
は
御
彼
岸
の
中
日
に
有
之
御
天
気
も
殊
の
外
宜
し
く
此
間
の
天

愁
地
惨
と
云
ふ
様
な
陰
欝
さ
ハ
と
れ
誠
に
快
適
な
御
天
気
に
相
成
り

候　

雪
ハ
そ
れ
で
も
ま
だ
二
尺
以
上
あ
り
野
山
の
春
ハ
尚
遠
く
被
存

候　

左
り
な
が
ら
自
然
ハ
人
間
の
様
に
う
そ
ハ
な
く
候
間
不
日
春
ら

し
く
相
成
る
事
と
存
候　

偏
に
農
作
善
く
食
料
に
困
ら
ぬ
様
に
今
よ

り
念
願
致
し
居
る
次
第
に
候

今
日
の
彼
岸
会
に
付
仏
前
に
て
思
は
せ
ら
れ
た
る
事
を
御
聞
き
に
達

し
た
き
思
ひ
よ
り
一
筆
申
進
候　

誠
に
世
界
ハ
唯
心
の
所
造
の
候
事

ハ
仏
説
の
確
固
た
る
処
少
し
く
因
縁
の
善
き
処
あ
れ
バ
卒
直
に
信
じ

ら
れ
て
善
く
候
処
を
今
の
様
に
ま
で
暗
く
相
成
り
候
事
ハ
誠
に
末
法

と
云
は
る
ゝ
所
以
と
も
存
候

一
念
五
百
生
繋
念
無
量
劫
と
も
承
り
候
へ
バ
因
果
の
深
く
し
て
又
慎

し
む
べ
き
慄
然
た
る
を
禁
じ
得
ず
候　

思
へ
バ
ユ
ダ
ヤ
も
哀
れ
な
国

民
に
候　

幾
千
の
昔
に
祖
国
を
失
ひ
他
国
に
漂
浪
し
て
ハ
迫
害
を
受

け
積
り
〳
〵
し
怨
恨
が
陰
性
に
背
屈
し
て
報
復
を
考
へ
民
力
に
乏
し

き
処
を
資
財
と
陰
謀
に
て
深
酷
な
報
復
を
期
図
し
そ
れ
が
現
は
れ
て

今
の
世
相
と
な
り
し
も
の
と
存
候　

其
中
に
も
又
報
復
の
種
類
の
変

り
目
も
見
ら
れ
長
き
月
日
葛
藤
と
迫
害
を
経
過
せ
し
バ
ル
カ
ン
地
方

や
独
墺
地
方
蘇
聯
地
邦
ハ
被
害
は
甚
大
に
直
接
の
交
渉
ハ
な
く
も
東

洋
も
又
累
を
被
り
し
ハ
共
業
所
感
に
も
あ
り
末
法
に
も
あ
り
各
自
の

因
果
に
て
あ
る
べ
き
も
我
日
本
の
現
状
の
如
き
ハ
正
に
開
闢
以
来
の

国
難
に
当
面
し
た
る
事
ハ
遺
憾
限
り
な
く
候
も
別
業
ハ
又
各
別
と
存

候　

我
国
に
関
す
る
怨
念
ハ
個
々
人
よ
り
ハ
寧
ろ
国
体
に
あ
ら
む　

嫉
妬
感
こ
そ
深
き
も
の
に
あ
る
ぞ
や
と
も
存
候　

左
れ
バ
こ
そ
我
国

民
の
崇
敬
す
る
処
の
神
仏
を
否
定
せ
し
め
ん
と
し
唯
物
の
ミ
が
力
な

る
如
く
信
ぜ
し
め
一
応
地
上
を
唯
物
の
支
配
に
置
き
た
る
後
彼
等
の

神
を
其
上
に
君
臨
せ
し
め
ん
と
す
る
陰
謀
と
見
ら
れ
其
怨
念
の
深
酷

に
し
て
長
久
な
る
事
真
に
度
し
難
き
も
の
た
る
を
覚
へ
候　

左
り
な

が
ら
天
地
の
間
に
ハ
必
ず
正
理
あ
り
彼
等
邪
悪
の
企
て
の
ミ
成
功
す

べ
き
所
以
も
な
く
必
ず
覆
り
て
天
地
明
朗
な
る
時
も
あ
る
べ
き
か　

只
其
時
期
を
早
め
邪
を
去
り
正
に
帰
せ
し
む
る
為
め
正
し
き
教
と
強

き
意
力
と
智
恵
と
に
よ
り
て
速
に
覚
醒
せ
し
む
る
覚
者
あ
ら
バ
其
功

徳
ハ
正
に
無
上
の
も
の
た
る
べ
く
存
候

米
英
鬼
畜
と
云
ふ
か
は
り
に
哀
れ
な
る
怨
念
の
幽
鬼
と
云
ふ
見
方
に

よ
り
て
済
度
す
る
な
ら
バ
無
上
の
功
徳
自
他
共
に
益
す
る
も
の
と
存

候　

切
に
其
人
の
（
其
仏
の
）
出
現
を
祈
る
も
の
に
候

そ
の
間
に
数
々
の
甘
き
毒
を
盛
り
て
或
ハ
釣
り
或
ハ
網
し
あ
ら
ゆ
る

誘
惑
の
下
に
地
上
の
人
間
を
惑
乱
せ
し
罪
深
き
所
業
に
も
必
ず
近
き
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報
ひ
の
あ
る
べ
き
ハ
疑
ひ
も
な
く
候
も
今
の
急
務
ハ
多
少
で
も
覚
醒

せ
し
も
の
（
毒
の
醒
め
か
ゝ
り
し
も
の
よ
り
）
よ
り
唯
物
の
毒
に
染

ま
ぬ
様
自
他
戒
心
の
要
殊
に
切
な
る
時
と
存
候

ま
づ
ハ
右
ま
で
粗
書
啓
上
仕
候　

敬
具

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
澤
政
次
郎
拝

　
　

三
月
二
十
一
日
昼

　
　
　

小
倉
豊
文
様

☆御
元
気
溢
る
ゝ
お
手
紙
に
て
安
心
致
し
ま
し
た
。
此
の
戦
場
で
「
太

子
鑽
仰
」
御
発
行
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
の
菩
薩
業
に
御
精
進
な
さ
れ
ま

こ
と
に
力
強
く
有
難
く
存
じ
居
り
ま
す
。

「
土
塔
」
わ
ざ
わ
ざ
お
送
り
下
さ
れ
ま
し
た
由
、
ま
た
原
稿
や
「
太

子
鑽
仰
」
お
送
り
下
さ
れ
ま
し
た
由
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

写
真
「
農
民
芸
術
概
論
」
二
種
類
お
送
り
致
す
筈
で
し
た
が
製
作
所

も
非
常
な
多
忙
の
為
遅
れ
て
ゐ
ま
す
。

近
日
お
目
に
か
け
ま
す
か
ら
御
批
評
下
さ
い
。

本
日
お
送
り
し
ま
し
た
お
曼
陀
羅
の
中
、
薬
師
寺
の
日
光
菩
薩
像
を

用
ひ
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
私
は
非
常
な
不
安
を
感
じ
て
ゐ
ま
す

が
、
私
の
手
元
に
あ
る
写
真
の
中
で
そ
の
立
派
さ
や
気
品
に
於
て
、

一
番
と
思
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。ど
う
か
御
遠
慮
な
く
叱
正
下
さ
れ
、

適
当
な
像
（
ま
た
像
を
入
れ
な
い
方
が
た
し
か
に
正
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
）
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

前
の
「
塔
建
つ
る
も
の
」
は
お
同
意
は
い
た
ゞ
こ
ま
し
た
が
、
徳
を

却
つ
て
傷
つ
く
る
も
の
に
あ
ら
ず
や
と
も
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
と
も
か

く
い
ろ
い
ろ
間
違
ひ
だ
ら
け
で
、
時
々
強
く
や
ら
れ
な
け
れ
ば
知
ら

な
い
で
ゐ
ま
す
。
ま
た
書
き
ま
す
。

〔
備
考
〕

〈
消
印
〉
花
巻
／
20
・
3
・
21
／
〔
？
〕
手
県

〈
用
箋
〉
政
次
郎
部
分
（
十
二
行
罫
便
箋
四
枚
）、
清
六
部
分
（
十
四

行
罫
便
箋
三
枚
）

〈
筆
記
具
〉
政
次
郎
部
分
（
十
二
行
罫
便
箋
四
枚
）
は
鉛
筆
、
清
六

部
分
（
十
四
行
罫
便
箋
三
枚
）
は
ペ
ン
。

　

＊
宛
名
お
よ
び
差
出
人
住
所
氏
名
は
墨
・
筆
（
政
次
郎
筆
）

17　

昭
和
二
十
年
四
月
十
三
日
・
封
書
〔
封
〕

〔
表
〕
兵
庫
県
姫
路
市

　
　
　

鷹
匠
町
甲
ノ
三
四

　
　
　
　
　
　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
披

〔
裏
〕
岩
手
県
花
巻
町

　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎
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昭
和
弐
拾
年
四
月
十
三
日

御
元
気
に
て
御
過
し
之
趣
喜
上
候　

今
日
は
当
地
久
し
振
り
の
お
天

気
に
御
座
候　

併
昨
日
は
又
福
島
地
方
来
襲
あ
り
し
由
東
北
も
安
住

の
地
で
ハ
な
く
相
成
候　

危
急
存
亡
と
ハ
形
容
で
な
く
現
実
之
事
と

相
成
候　

疎
開
者
は
毎
日
入
り
来
る
各
自
の
衣
食
住
ハ
不
及
申
生
命

さ
へ
も
保
証
出
来
ぬ
と
な
れ
バ
正
に
言
語
文
字
を
超
へ
た
非
常
時
な

が
ら
そ
れ
が
其
ま
ゝ
生
き
た
も
の
ゝ
上
に
示
さ
れ
た
実
体
で
あ
り
何

千
年
の
昔
か
ら
の
聖
者
の
警
告
今
こ
そ
真
な
る
と
知
る
遅
蒔
の
夢
覚

む
る
も
の
多
か
る
べ
く
候

こ
ち
ら
側
の
指
導
者
の
愚
か
よ
り
今
に
至
り
て
も
尚
緩
手
の
ミ
打
ち

情
け
な
き
状
態
に
候
へ
共
攻
防
共
に
相
対
で
あ
る
事
な
れ
バ
こ
ち
ら

の
労
れ
た
時
向
ふ
に
も
相
当
の
労
れ
あ
り
米
の
方
も
百
万
以
上
の
死

傷
あ
る
事
を
認
め
欧
州
に
て
ド
イ
ツ
を
苦
し
め
居
る
ソ
聯
等
も
或
ハ

千
万
級
の
死
傷
を
出
し
居
る
か
も
知
れ
ず
内
容
の
点
で
は
楽
に
感
じ

居
る
も
の
ハ
な
か
る
べ
く
存
候　

民
俗
の
亡
び
る
の
亡
び
ぬ
と
ハ
精

神
力
の
上
に
懸
か
る
も
の
と
存
候　

二
千
年
の
昔
国
家
を
失
ひ
し
ユ

ダ
ヤ
の
怨
霊
が
今
陰
約
に
も
地
球
上
の
覇
者
た
る
事
疑
ひ
の
余
地
な

き
を
思
へ
バ
因
果
の
理
法
只
恐
懼
の
外
な
き
事
に
候　

戦
争
も
こ
ゝ

ま
で
来
れ
バ
只
物
の
ミ
に
て
戦
ふ
次
第
で
な
く
人
の
方
ハ
更
に
々
々

重
大
の
事
な
れ
バ
尤
も
激
烈
と
見
ゆ
る
時
歴
史
ハ
已
に
転
換
に
入
り

し
も
の
と
も
先
走
れ
バ
見
ら
る
ゝ
事
に
も
存
候　

登
山
者
も
頂
上
近

く
し
て
却
て
胸
突
き
八
丁
と
云
ふ
場
所
も
あ
る
事
と
存
候

此
点
で
ハ
頑
張
り
く
ら
べ
又
止
む
を
得
ぬ
事
と
存
候　

爆
撃
が
国
民

の
間
に
普
遍
に
認
識
せ
ら
る
ゝ
時
此
国
民
性
ハ
必
ず
強
く
な
る
事
を

確
信
仕
候　

よ
し
や
生
活
ハ
如
何
に
不
自
由
で
も
必
ず
忍
び
得
る
事

我
国
婦
人
の
気
分
に
て
察
し
得
ら
る
ゝ
処
に
候　

是
れ
ハ
地
方
に
あ

り
て
見
て
尚
更
婦
人
の
忍
耐
性
強
き
事
と
（
少
数
都
会
生
活
者
や
あ

し
き
意
味
の
智
識
階
級
を
除
き
）
純
に
し
て
健
や
か
な
る
国
民
意
識

を
持
ち
居
る
事
な
ど
男
性
の
遠
く
及
ば
ざ
る
も
の
あ
る
を
見
て
日
本

決
し
て
亡
び
ず
と
の
確
信
を
強
め
申
候　

昭
和
育
ち
昭
和
生
れ
の
子

の
純
な
る
殉
国
魂
も
此
母
性
あ
れ
バ
こ
そ
と
今
更
国
体
の
淵
源
深
き

を
感
ず
る
事
に
候　

是
れ
に
対
照
し
て
残
念
に
思
は
る
も
の
ハ
明
治

初
頭
よ
り
ユ
ダ
ヤ
教
育
を
無
批
判
に
取
り
入
れ
た
る
智
識
階
級
尤
も

指
導
者
階
級
と
思
は
る
ゝ
人
々
の
教
へ
及
家
風
の
不
覚
な
る
事
も
言

語
同マ

マ

断
と
思
は
る
も
の
あ
り
極
限
す
れ
バ
或
ハ
売
国
の
徒
も
な
し
と

云
へ
ぬ
様
の
意
気
地
な
き
言
動
が
此
階
級
（
別
て
医
者
と
か
俗
に
云

ふ
者
の
つ
く
階
級
）
に
多
く
見
聞
せ
ら
れ
候
事
ハ
遺
憾
極
り
な
く
覚

へ
候　

過
去
の
悪
夢
ハ
追
ふ
も
詮
な
し
今
ハ
只
不
覚
の
夢
を
一
擲
し

て
懺
悔
慚
愧
の
思
ひ
よ
り
真
の
国
民
魂
ひ
を
振
ひ
起
し
過
ぎ
し
罪
障

消
滅
の
為
め
に
も
専
心
御
奉
公
の
一
途
に
励
む
様
あ
り
度
き
事
と
存

候　

ユ
ダ
ヤ
の
思
想
と
生
活
の
上
陸
ハ
明
治
の
初
め
よ
り
初
ま
り
し

事
と
思
へ
バ
そ
の
遠
く
し
て
深
き
今
に
し
て
荒
療
治
を
経
ね
バ
起
死

回
生
の
と
れ
ぬ
様
に
な
り
し
事
遅
ま
き
で
も
あ
り
遺
憾
で
も
あ
り
な
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が
ら
皇
天
皇
土
尚
古
の
国
家
人
民
を
愍
救
せ
ら
る
ゝ
も
の
と
信
じ
申

し
候

人
心
結
ば
れ
晴
れ
〳
〵
せ
ぬ
事
な
が
ら
大
自
然
ハ
正
直
に
気
候
も
宜

敷
花
と
開
き
候
事
と
存
候

愈
々
御
自
重
御
自
愛
御
家
族
皆
様
と
共
に
御
健
全
に
一
日
一
日
此

〔
危
〕
局
を
御
過
し
遊
ば
さ
れ
回
陽
の
日
を
御
待
ち
あ
る
様
切
望
此

事
ニ
候　

匆
々
敬
具

　

四
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎　

拝

　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　

侍
史

〔
備
考
〕
封
書
、
和
紙
封
筒

〈
消
印
〉
花
〔
？
〕
／
〔
？
〕
０
・
４
・
13
／
岩
手
〔
県
〕

〈
用
箋
〉
6
に
同
じ
、
三
枚
（
六
面
）。

〈
筆
記
具
〉
墨
、
筆

　

＊
上
下
に
「
宮
澤
」
の
朱
印
（
二
カ
所
）。

18　

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
五
日
・
封
書
〔
封
〕

〔
表
〕
兵
庫
県
姫
路
市

　
　

高
等
学
校
内

　
　
　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　
　
　

親
展

〔
裏
〕
岩
手
県
花
巻
町

　
　
　
　
　
　

宮
沢
政
次
郎

　
　
　

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
五
日

日
々
格
別
之
御
障
り
も
無
く
御
過
し
被
遊
候
哉　

清
六
ニ
被
下
候
御

書
面
ニ
ヨ
リ
御
身
分
ノ
御
異
動
御
家
族
様
方
ノ
御
散
在
之
御
事
殊
に

幼
き
御
子
様
の
上
に
懸
る
御
心
使
ひ
御
察
申
上
候

左
り
な
が
ら
今
の
世
相
に
ハ
少
し
も
珍
ら
し
か
ら
ぬ
事
柄
に
て
私
の

知
る
当
地
辺
に
も
何
程
も
見
受
ら
る
ゝ
事
に
て
止
む
を
得
ぬ
時
代
相

と
存
候

誠
に
有
為
転
変
今
日
に
し
て
明
日
を
計
ら
れ
ぬ
事
遺
憾
至
極
之
事
ニ

候な
れ
ど
今
ま
で
苦
労
之
足
ら
ざ
り
し
我
国
民
が
此
時
局
に
鍛
へ
ら
れ

て
強
く
建
直
し
の
機
会
を
与
へ
ら
れ
候
事
と
思
へ
バ
苦
難
も
又
恩
恵

と
感
ず
る
時
も
あ
る
べ
く
何
れ
ハ
人
事
の
尽
し
候
所
に
一
毫
も
違
は

ぬ
因
果
の
支
配
あ
る
事
と
存
候

何
卒
皆
様
共
御
健
や
か
に
御
心
裕
か
に
此
時
局
を
一
日
一
日
の
御
辛

抱
之
覚
召
に
て
御
過
し
被
遊
候
念
上
候

昨
日
は
又
参
玄
洞
様
の
令
嬢
よ
り
御
手
紙
有
之
父
上
病
気
に
よ
り
大

和
の
郷
里
に
御
返
り
あ
り
し
由
御
報
有
之
候　

多
年
の
都
会
住
居
に

風
塵
に
疲
れ
ら
れ
し
御
為
め
と
も
被
存
候　

切
ニ
御
自
重
御
自
愛
を
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望
上
候

三
界
無
安
ハ
文
字
で
ハ
な
く
真
実
当
面
之
問
題
と
な
り
毎
日
業
火
の

来
襲
を
受
る
国
と
な
り
し
事　

明
治
大
正
の
種
蒔
き
の
悪
し
き
為
め

と
ハ
云
ヘ
箇
々
心
の
中
に
あ
る
我
侭
が
か
く
迠
の
果
報
を
招
ぐマ

マ

事
慢

貪
瞋
の
報
ひ
か
く
迠
恐
ろ
し
き
も
の
と
今
更
に
知
る
も
愚
病
之
限
り

に
存
候　

戒
慎
恐
懼
せ
め
て
後
来
の
悪
果
を
招
か
ぬ
様
と
只
管
念
願

之
外
無
之
候

今
の
身
辺
の
御
事
情
を
察
上
候
ヘ
バ
誠
ニ
鬱
陶
敷
御
事
と
存
候
ヘ
共

離
合
集
散
も
時
あ
り
て
人
事
に
ハ
致
方
も
な
く
そ
れ
も
悪
し
き
事
の

ミ
に
ハ
あ
ら
ず
し
て
心
得
さ
へ
堅
確
な
れ
バ
必
ず
後
の
良
果
と
も
な

る
事
と
存
候
間
皆
様
に
そ
の
御
心
構
あ
る
様
重
て
奉
念
願
候

匆
々
た
る
世
の
中
な
が
ら
東
北
の
春
も
寒
き
な
が
ら
漸
く
農
耕
之
季

節
と
相
成
候　

人
の
心
も
落
ち
付
か
ぬ
な
が
ら
花
も
段
々
開
い
て
来

る
事
と
存
候　

我
此
土
安
穏
の
覚
召
に
て
益
々
御
信
念
の
豊
か
さ
を

祈
上
候

所
詮
は
箇
々
心
の
乱
れ
よ
り
今
の
世
相
を
惹
起
し
候
事
な
れ
バ
此
収

拾
も
又
本
を
整
へ
る
外
な
く
今
我
々
の
立
場
ハ
火
宅
に
嬉
戯
す
る
頑

童
の
漸
く
父
の
呼
声
を
聞
き
初
め
し
程
度
の
事
な
れ
バ
せ
め
て
ハ
群

童
に
も
其
危
険
を
告
げ
る
位
が
山
に
候
へ
共
少
し
に
て
も
其
危
ふ
さ

を
気
付
き
し
上
に
ハ
一
人
な
り
と
も
の
思
ひ
堪
へ
難
く
存
候　

教
父

の
呼
声
ハ
古
昔
よ
り
正
覚
大
音
響
流
十
方
と
あ
れ
ど
も
盲
瞽
瘖
瘂
に

は
力
及
ば
ず
偏
に
大
力
の
偉
人
の
出
現
を
望
む
次
第
に
候

ド
イ
ツ
も
遂
ニ
清
算
期
来
り
力
を
頼
み
し
も
の
、
末
路
哀
れ
に
存
候

　

そ
れ
を
真
似
せ
し
我
国
も
似
た
処
ま
で
来
た
事
ハ
残
念
に
存
候　

只
此
国
に
残
り
し
一
縷
の
福
業
を
頼
む
外
な
き
事
に
候

驕
れ
る
も
の
ゝ
末
路
も
察
す
る
に
難
か
ら
ず
清
算
期
の
事
と
て
其
報

ひ
の
迅
速
な
る
事
又
眼
前
の
事
な
る
べ
く
候

何
れ
に
せ
よ
五
濁
の
世
相
我
人
共
に
気
の
毒
の
事
自
ら
を
自
戒
自
責

し
て
悔
を
残
さ
ぬ
外
致
方
な
く
候

先
ハ
拙
筆
御
見
舞
い
を
兼
て
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匆
々
敬
具

　

四
月
二
十
五
日　

          

宮
沢
政
次
郎
拝

　

小
倉
豊
文
様

　
　
　
　
　

侍
史

〔
備
考
〕
和
紙
封
筒

〈
消
印
〉
花
巻
／
20
・
4
・
25
／
岩　

手
〔
県
〕

〈
用
箋
〉
中
質
紙
、
半
紙
大
一
枚
表
裏
、
お
よ
び
そ
の
半
裁
一
枚
表

裏
（
半
裁
ず
つ
ノ
ン
ブ
ル
付
き
、
計
６
頁
）

〈
筆
記
具
〉
墨
、
筆

　

＊
裏
上
下
に
宮
沢
の
朱
印

（
く
り
は
ら　

あ
つ
し
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）
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